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開会（開議）  午前１０時００分 

 

○議長（吉野伸康君）  皆さん、おはようございます。 

 ただいまから、令和５年第３回江田島市議会定例会２日目を開きます。 

 ただいまの出席議員数は１６名であります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

 

日程第１  一般質問 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１、一般質問を昨日に引き続き行います。 

 これより５番 美濃議員の一般質問を行いますが、答弁を補完するため資料持込みの

申出が教育委員会からありましたので、これを許可しました。なお、内容の説明するも

のではありませんので、議場配付は行っておりません。 

 ５番 美濃英俊議員。 

○５番（美濃英俊君）  おはようございます。５番議員、尽誠会の美濃です。 

 蒸し暑い天気になりましたが、傍聴にお越しいただいてありがとうございます。また、

インターネット配信御覧の方、併せてありがとうございます。できるだけ分かりやすく

質問していきますので、よろしくお願いいたします。 

 今年の５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が季節性インフルエンザ

と同じ５類に引き下げられて、イベントなどがいろいろ開催され始めております。江田

島市内でも５月の終盤から、小学校、中学校、先週の大柿高校まで、運動会が開催され

ておりました。私も大柿中学校、能美中学校の運動会は見に行かせていただいたんです

が、やはり運動会ってすごい地域のお祭りに近い盛り上がりを見せて、非常に元気をい

ただいたわけです。 

 また、先週１０、１１ですかね、ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ、あとはクマン１００、

そういったのも行われて、江田島でスポーツを市内外の人が満喫されているような状況

です。 

 そこで、このたびは、江田島市のスポーツ振興の状況とスポーツ施設に関してをお伺

いいたします。 

 １つ、平成２９年度から令和８年度の１０年間を計画と定めた江田島市スポーツ推進

計画の進捗状況はどのような状況でしょうか。 

 ２つ、スポーツ施設はいずれも合併以前からのもので、年月がたっていますが、安全

管理は大丈夫でしょうか。 

 ３つ目、スポーツ施設の使用料については、長く改定されていないようですが、どの

ようにお考えでしょうか。 

 以上３点お願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  答弁を許します。 

 岡田教育長。 
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○教育長（岡田 學君）  おはようございます。 

 美濃議員から江田島市スポーツ推進計画の進捗及びスポーツ関連施設について、３点

の御質問をいただきました。お答えをさせていただきます。 

 まず、１点目の平成２９年度から１０年間を計画期間と定めた、江田島市スポーツ推

進計画の進捗状況についてでございます。 

 教育委員会では、市民の皆様の健康増進と体力の向上やスポーツを通じた交流を推進

するため、平成２９年度から１０年間を計画期間と定めた江田島市スポーツ推進計画を

策定しております。この計画は、「市民誰もが健康で気軽にスポーツを楽しむ江田島市」

を基本理念に掲げ、市民の皆様がそれぞれの目線に応じて取り組むことができる生涯ス

ポーツの実現を目指すものでございます。 

 令和２年度には、新型コロナウイルス感染症が流行し始めたため、個人の行動制限や

各種施設の利用制限等によりスポーツ活動も縮小を余儀なくされてきました。この計画

では、令和３年度の数値目標を定めておりましたけれども、コロナ禍のため達成できて

おりません。しかしながら、今年５月には新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置

付けが２類から５類に変更されたことから、スポーツ活動もコロナ禍前に回復するもの

と考えております。 

 そうしたことから、今年度、スポーツに関する市民アンケート調査を実施し、この計

画の中間点検を行う予定としております。また、ヒロシマＭＩＫＡＮマラソン大会は２

か年、中止となり、令和４年度はランナーを半数にした縮小開催で実施いたしました。

江田島市かきカキマラソン大会は４か年、中止となっております。なお、ヒロシマＭＩ

ＫＡＮマラソン大会は今年度規制をなくして開催する予定となっております。 

 総合的かつ効果的なスポーツ推進体制づくりといたしましては、計画の中では江田島

市体育協会、江田島市スポーツ少年団、江田島ｅスポーツクラブの３団体の共同事務室

の検討をするとしておりました。現在では、江田島ｅスポーツクラブが他の２団体の事

務を受託しており、スポーツセンターで事務を行っております。 

 次に、２点目のスポーツ施設はいずれも合併以前からのもので、年月がたっているが、

安全管理はできているのかについてでございます。 

 スポーツ施設の安全管理につきましては、主要施設においてはＡＥＤを設置し、施設

の各種設備やスポーツ機器については、専門業者による保守点検を行っております。ま

た、施設スタッフによる機器の動作確認や安全点検を毎朝行っております。今後も設備

や機器を計画的に更新し、利用者にとって安全・安心で快適な環境で、活動が可能な施

設になるよう努めてまいります。 

 次に、３点目のスポーツ施設の使用料については、長らく改定されていないようだが、

どのように考えているのかについてでございます。 

 スポーツ施設の使用料につきましては、平成１６年の４町合併の際に使用料を統一し

た後は大きな見直しはしておりません。ただし、平成２６年度と令和元年度には消費税

率の引上げがあったため、それに対応した使用料の改定を行っております。  

 スポーツ施設に限らず、使用料・手数料の適正化は、行財政改革の中で課題となって

おります。したがいまして、スポーツ施設の利用料のみならず、今後、市全体の使用
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料・手数料の見直しの中で考えてまいります。 

 教育委員会といたしましては、引き続き市民の皆様の体力の向上や健康増進のため、

江田島市スポーツ推進計画に沿った生涯スポーツの推進と、スポーツ施設の安全管理に

取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  御回答ありがとうございます。 

 各３点に対しての回答に対して、それぞれもう少し深くお伺いさせてください。 

 まず、江田島市スポーツ推進計画の進捗に関する回答に対し、お伺いいたします。  

 前もってこれで皆さん、全員が目を通してるわけではないと思いますので、一つスポ

ーツ進捗計画についてお伝えしておきますが、私個人の見解なのですが、江田島市の

様々な計画を見させていただいておるんですけども、この計画、本当に割と構成がよく

できておりまして、個人的には対策事業に一部ちょっと不満はあるもののですね、すご

くよくできた計画になっております。それは課題を明確にしておることと、それを具体

的施策に落とし込んで、そしてさらにアンケート、市民に対するアンケート、それに対

する留意事項も記載されたものになってて、ほかの計画をつくる際には参考にされても

よい事案じゃないかなとは思っております。 

 とはいえ、回答にもあったように、このたびはですね、計画がコロナ禍でしたので計

画どおりできないことが多くてですね、御苦労すごくあったと思うんです。とはいえ計

画はもう２６年度までの４年間、残すところ４年間しかありません。だからこれからの

対応、これからどうやってその１０年間、６年間、あんまりできなかったことに対して

どういうふうに取り組んでいくかが重要になってくるかと思いますので、質問をちょっ

と深くしていこうと思います。 

 もともとスポーツ推進計画に明記された課題には８項目ありまして、あとは市民のア

ンケートから留意事項６項目挙げております。その中でどのような事業ができたかをお

伺いしたいと思っております。 

 ただ１４項目に対して伺うのは難しいので、私が７項目を抽出しておりますので、１

項目ずつお伺いさせてください。 

 まず１項目めですが、スポーツに対する関心を醸成することを課題にしております。

どういったことを取り組まれておりますでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  スポーツに関する関心を高めるために、新しい取組を何

かしたかというお尋ねです。 

 ３点紹介したいと思います。 

 まず１つ目が、これは市民スポーツ大会の開催です。令和元年度に始めましたけれど

も、実行委員会方式で各スポーツ団体に入っていただきまして、もちろん市教育委員会

もその実行委員会のメンバーに入りまして、市としては助成金を実行委員会に出すとい

う形で、市民スポーツ大会の開催を始めました。これが令和元年度からです。 

 それから二つ目ですけれども、小学校のクラブ活動がありますけれども、こちらのス
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ポーツをしているクラブに対して、スポーツ推進員の派遣をしてますけど、これを拡充

しました。以前は江田島小だけだったんですけれども、小学校、今６校中の４校に、こ

れは希望があったところなんですけれども紹介しまして、希望があったところ４校に紹

介してます。何をやっているかといいますと、小学校のほうのクラブで、ニュースポー

ツですね、ボッチャ、モルックとか聞かれたこともあるかもしれませんけれどもミニテ

ニスとか、そういったニュースポーツの普及をするために小学校のほうにスポーツ推進

員に行っていただいております。 

 それから３つ目です。パブリックビューイングを始めました。また今年、触れられた

スポーツ推進計画ですけれども、ここでスポーツの視点として３つ項目挙げてます。ス

ポーツの視点として、するスポーツだけじゃないですよと、見るスポーツもある。それ

から支えるスポーツもある。支えるスポーツというのは支えるスポーツ団体のことであ

るとか指導者であるとか審判員のこと、そういった支えるスポーツもある。このする・

見る・支えるのうち、見るが本市では弱かったんじゃないかということでパブリックビ

ューイングを始めましたけれども、これが平成３０年度に機材を整備しまして、その年

はドラゴンフライズのパブリックビューイングができました。翌年、令和元年度は、ド

ラゴンフライズとＪＴとカープの３つがパブリックビューイングができました。しかし

ながらその後、御承知のようにコロナになりましたので現在、休止中で、そういう休止

中の状態です。今後また様子を見ましてこれを始めたいと思います。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  このたびね、コロナ禍っていう状況があったので、できない

事業もあったかと思うんですけども。また、改めて始めれる体制を整えていただきたい

ことと、あとはもうコロナ禍が終わって始まり出したような事業っていうようなイメー

ジなんですね、私から見たら。まだ２年。小学校の推進員に関してですけれども、今後

ちょっと長い、残りの期間、しっかりやっていただきたいと思っております。  

 課題の２個目にお伺いいたします。 

 このたび、先ほど教育委員長もお話しいただきましたけれども、ＮＰＯ法人江田島ｅ

スポーツクラブ、江田島市体育協会、江田島スポーツ少年団の事務局窓口が今まではも

うばらばらでですね、市民にとってどこへ問い合わせていいか分かりづらかったってい

う課題はあったかと思います。それが、このたびスポーツ団体の活動の強化として、能

美スポーツセンター内に１か所にｅスポーツさんが請け負うという形で窓口を１つにさ

れておって、今後、市民スポーツもスポーツに関し問合せしやすい状況をつくっていた

だいております。これ市民に対してこのような窓口できたことの周知活動はどのように

されておりますでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  主なスポーツ団体であるｅスポーツクラブと体育協会、

それからスポーツ少年団ですけれども、こちらのスポーツ推進計画でもその連携強化を

するというふうにうたっておりまして、今現在はスポーツセンター内のｅスポーツクラ

ブの事務所がありまして、そちらで体協とスポーツ少年団の事務を委託して、一体化と
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いいますか、連携強化されているという状態なんですけれども、この３団体の会員は既

に知っておるとは思うんですけれども、一般市民への周知とか、そういうことはこれま

でできておりませんので、今後そうしたことも周知してまいりたいと考えております。  

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  回答ありがとうございます。 

 スポーツの総合的な推進体制を進めるために事務局をまとめたことと思います。今後、

やっぱり市民が知らなければそのせっかく整った体制もなかなか効果が得られないので、

周知活動、本当期待しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、３項目めの課題点、スポーツ振興を推し進めるに当たり、指導者や審判

員を育成するということでしたが、これはどのように進んでおりますでしょうか。  

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  指導者や審判員の育成は進んでいるかとのお尋ねです。 

 こちらの推進計画でもですね、そうした指導員の資格や審判員の資格、こうしたこと

を強化する、育成を図るということをうたっております。で、ですね、ただこれがです

ね、実際は主にこの指導員や審判員の方は体育協会に所属してまして、体育協会には専

門部は幾つかいろいろありまして、テニスとかバレーとか剣道、柔道、２０近くの専門

部がありまして、それぞれの専門部で皆さん活動されておるという、そこそこの専門部

の中に、審判員なり指導者がいるという状態です。これについて市の支援としては、一

括その体育協会に対して補助してます。その中で体協で運営してもらっているんですけ

れども、以前は指導員資格や審判員資格の取得更新にその補助は使ってなかったという

か、使える余裕がなかって、主に大会の運営費なんかで、補助金を大体使われていたと

いう状況なんですけれども、コロナ禍で大会も少し減ったということもあって、会計的

に余裕ができたということもありまして、体協のほうの判断でですね、令和４年度から

そういった資格についても一部補助できるという体制ができております。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  ちょっと突っ込むところもあるんですが、しっかりですね、

体育協会、委託しているわけですから、どのようになってるかいうのはしっかり確認し

進めていただきたいということと、あとはもう各団体が、今後、どう言えばいいんです

かね、よくなるというか、みんなが楽しめるようなスポーツ団体にしてもらえるように、

指導員を取得補助、しっかりと推し進めていただきたいと思います。 

 あと、こちらに関して活動の周知とかは併せて行われていると思うのですが、どのよ

うな形で行っていますでしょうか。 

 あともう一点、その審判員の資格だけでなくて、人材育成に関して、スポーツ推進員、

あと運動普及推進員の活動周知そういったことに関しては、どのような周知活動をされ

ているのか併せてお伺いさせてください。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  スポーツ推進員や運動普及推進員の活動について周知が

できてないというふうなことが課題としてありまして、それについてやっとるかという
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御質問だと思いますけれども。まず、スポーツ推進員は教育委員会のほうで示してる委

員です。それから運動普及推進員は、これは福祉保健部のほうで主に健康のために行う

運動、それの普及推進ということです。今年の４月ですけど、４月号の広報見られた方

があると思うんですけれども、そこでウオーキング教室の紹介がありました。見開き２

ページであったんですけれども、ウオーキング教室は運動普及推進員が主に運営しても

らってまして、運動普及推進員の会長さんの顔写真入りで紹介の記事もあったと思うん

ですけれども、運動普及推進員はそのようにできてるんですけれども、スポーツ推進員

についてはですね、先ほど言いました小学校に派遣しているようなことは周知はできて

おりませんでした。周知ができておりませんでしたけれども、それもコロナで活動がど

っちかいうと低調だったいうこともあってできてなかったんですけれども、今後はそう

したことの周知にも努めてまいりたいと考えております。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  ぜひ前向きにお願いいたします。 

 私も友人が先日スポーツ推進員なるいうのを聞いて初めて知ったような状況でしたの

で、ひとつよろしくお願いいたします。 

 続いて４項目めをお伺いいたします。 

 公共スポーツ施設の利用のしやすさという点で、これもっと使いやすくなればいいな

っていうところを課題にされているのかと思います。そういった点で何か新たに取り組

まれてますでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  先ほど議員、触れられたスポーツ推進計画の中の課題の

５番で、スポーツ施設の利用のしやすさの充実というのが課題の５番目として挙がって

おります。それに対してなんですけれども、これまで施設の使用申請書が様式がばらば

らでありましたので、これを２か年かけて見直しをしたんですけれども、できるだけ使

いやすいように、それから、実態、利用者の構成が分かりやすいようにいうことも含め

てですね、申請様式を見直しまして、今年の４月から新しい様式での申込みをスタート

しております。 

 あと、もう一点あるんですけれども、無人施設、例えば能美運動公園とか、武道館は

無人施設ですから、これを借りるときには鍵を借りに来てもらわないといけないんです

ね。能美運動公園の場合は、能美の市民センターで、休みの日であれば鍵の受渡しをす

る。武道館であれば、江田島市民センターで鍵の受渡しをするということをしておった

んですけども、ここ何か利便性を高めれないかということの結果ですね、先月５月から

なんですけども、キーボックスを設置しまして、そのキーボックスに鍵を入れて、その

キーボックスは暗証番号を入れて解除できると。また、そこに返してもらうということ

をスタートしております。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  今年度からの取組ということだと思います。そのほか公共ス

ポーツ施設の利用のしやすさという面では問題が多岐にわたると思いますので、前向き
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に事業、取り組んでいただければと思っております。 

 続いて５項目めをお伺いいたします。 

 スポーツ器具や設備などのスポーツ環境に対して取り組まれておりますでしょうか。

どのような取組をされておりますでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  スポーツの設備や器具についての環境を整えておるかと

いう質問です。 

 こちらの計画でもそうしたことも建物ができてそのままの、例えばトレーニングルー

ムの機材であるとか、そういったことの更新もするというふうな計画になっておりまし

た。これを受けまして、スポーツセンターのトレーニング機器を更新しておりますけれ

ども、これは令和３年度１，５００万かけてトレーニング機器を更新しております。 

 それからスポーツセンターのスロープなんですけれども、これも以前はちょっと便利

が悪い、能美中学校側に行って折り返しのスロープだったんですけれども、これ御存じ

のように石畳ですから、車椅子とかでは行きにくいということがありました。でもこの

対策として、これは令和４年度ですけれども、スロープをあの手前のアスファルトの駐

車場からスロープで上がれるようにこれを改修しました。５００万かかっております。

そうしたところです。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  ありがとうございます。 

 今後、そのほかに環境整備の予定などありましたら、お伺いさせてください。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  今後の整備の予定ですけれども、今年度、総合運動公園

のグラウンドに下りる階段に手すりを設置しました。これが駐車場からグラウンドに下

りるときには、１０段ぐらいですかね、階段をトントントンと下りるんですけれども、

ここを高齢者の方がグラウンドでグラウンドゴルフをするグループがあるんですけれど

も、そのときに手すりが欲しいという要望がありまして、これを５月に設置しておりま

す。 

 それから、今後の大きな課題になっているんですけれども、水銀灯が環境問題で、令

和３年から今、製造も輸入も中止となっています。現在のところ球切れてもですね、在

庫ありますので、これは日本全国いろんな業者とかにも在庫がありますし、本市で幾つ

か予備はあるんですけれどもいずれこれがなくなるということで、水銀灯がスポーツセ

ンターや体育館、あと運動公園の照明、多数使われております。これを一斉に更新しな

いといけないんですけれども、これを一気にＬＥＤ化の工事をかけますと、何千万かか

かりそうですから、これを計画的に更新したいというふうに、ＬＥＤ化する予定です。

これは、今年度、設計しまして来年度から順次工事に入っていくという計画をしており

ます。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 



 

－７２－ 

○５番（美濃英俊君）  ありがとうございます。 

 ＬＥＤ化についてはですね、水銀灯に比べると、ＬＥＤの特性として省電力化という

ことをよく言われております。あと併せて長寿命なので高所作業、取替え工事ですね、

の回数も減るっていうことも踏まえて、結果、１０年スパンで考えたときに安くつくな

どいろいろあるので、よく検討して設計していただければと思っております。  

 続いて６項目めについて伺います。 

 これスポーツに関わる情報発信、そういったところを課題に挙げております。新たな

取組はされておりますでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  情報発信についても計画のほうで課題としております。

市のＦａｃｅｂｏｏｋは今ありますので、このＦａｃｅｂｏｏｋを活用しまして、ＭＩ

ＫＡＮマラソン大会など周知してきたところですけれども、先般、江田島市公式ＬＩＮ

Ｅもできましたのでこちらも活用しまして、今後、周知に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  公式ＬＩＮＥも導入されて月日がたちます。私も実際３か月

前かな、くらいに導入させていただいておるんですけども。結構使われております。こ

のたびのＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ等に関しても交流観光課、上げておりましたし、

クマン１００に関しても上げておりました。ぜひ御利用していただければと思っており

ます。 

 また、伺いたいことがですね、ｅスポーツの窓口、そういったところでですね、人材

確保であるとか、そういった話もあろうかと思います。体育協会の人材確保、そういっ

たイベントだけでなくてですね、様々な取組に関してもＬＩＮＥやＦａｃｅｂｏｏｋを

通して活用されてみてはどうかなとは思っております。 

 あと併せて高齢者社会の江田島市において、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ＬＩＮＥっていうデ

ジタル媒体だけでなくて紙媒体での情報発信も必要ではないかと思っております。市民

のスポーツへの参加意欲を高めるという目的に対して、広報えたじまにおいてですね、

理想ではあるんですが、図書館だよりのような形で欄を設けることはできないものでし

ょうか。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  そうしたスポーツを周知する、紹介するというのも計画

の中で課題の一つとしております。これまで市の関係する事業のＭＩＫＡＮマラソンと

か、そういった市が関係する事業についてのみは広報で随時その都度ですね、紹介して

きたところですけれども、確かにおっしゃるように文化活動は毎月のようにページがあ

って、市民センターや公民館での活動が紹介されてます。スポーツもですね、今後そう

したような紹介を考えていきたいと思います。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  ありがとうございます。 

 これはもう企画のほうも携わることですけども、ぜひ前向きに進めていただければと
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思います。よく文武両道という言葉がありますが、スポーツの推進もぜひ前向きに御検

討いただければと思っております。 

 ７項目めの課題になります。 

 これね、私は子供がおらんもんで、あくまで要望という形でさせていただきたいので

すけれども、学校体育の充実という項目を挙げてらっしゃいます。 

 はたから見てる感じですと、どうしても少子化という課題がありまして、結構御苦労

されてるものと思います。ましてやコロナっていうこともあったので、体育教育、非常

に大変だったと思います。 

 私の要望としましては、我々の世代、結構、運動に関しては充実した環境で育ててい

ただいております。今後の子供たちにも同じように、できるだけのことをやってあげて

ほしいっていうのが要望であります。 

 今の課題７項目を踏まえてお伺いいたします。 

 この江田島市スポーツ推進計画は、平成２９年から１０年間の計画、ちょっと分かり

にくいのでいうと、２０１７年から２０２６年度は４年間、残り４年間、４年度、今年

含めて４年度、そういった計画になっております。前半６年間の取組、コロナ禍もあっ

たということもありまして、今年、初めて取り組むものや、コロナ禍で休止になってい

るもの、そういったものが多くですね。取組自体が２年間程度になっているものが多い

というのが現状であります。 

 そういう状況の中、先ほど教育長、御回答いただきましたけども、今年度スポーツに

関する市民アンケート調査を実施し、この計画の中間点検を行う予定っていうふうにお

話をいただいております。この対応がですね、計画が実行がほぼほぼできなかった状況

の中でアンケートを取るというのは僕はあまり意味があるのかなと。計画を実際、４、

５年やってからアンケート、実質ですね、これ残り４年間目いっぱい実行してからのア

ンケートをされてはどうかなと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  今年度アンケート調査を実施しまして、この計画の中間

点検を行うということにしておるわけですけれども、それについてもうちょっと先送り

したほうがいいんじゃないかという御提案だと思います。 

 議員おっしゃったように、１０年間の計画ですから、この計画では５年後のところの

令和３年度に本当は中間点検をするということにしておりました。そのときには、例え

ば週１回以上スポーツをしている人の割合、これが計画を立てたときは３９％だったの

を、令和３年度には４５％を目標にするといったことなんですけれども、令和３年度の

目標といいましてもコロナ禍でしたから、とてもいい結果が出るとは思えませんでした

ので、そのときは見送りました。ただ今年度はですね、コロナ禍以前にスポーツ環境戻

ると思っておりまして、ただ、あまり早くやっても悪い結果になると思いますので、今

年度のできるだけ遅い時期にこのアンケート調査を実施したいと思っております。ただ

ですね、今後またコロナが再流行とかですね、スポーツを取り巻く環境が悪化した場合

にはアンケート取る時期を考え直すとかいうことも考えてまいりたい、視野に入れてお

きたいと思っております。 
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 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  これ教育委員会だけじゃなくて執行部全体でもちょっと聞い

ていただきたいんですけれども、私こういった行政の仕事の在り方も不満な点なので、

ちょっと要望させていただきます。 

 この計画自体に他部署の連携のことや、ＰＤＣＡサイクルに関する記述までちゃんと

計画には盛り込まれております。ＰＤＣＡサイクル、プラン・計画・実行等循環してや

るものなんですけれども、このＰのプランがこのスポーツ推進計画、それでＤ、事業を

すること、そしてＣが事業に対する評価、チェックですよね。これでＡがアクション、

改善っていうふうになってると思います。その中でＤの事業するっていうところは、で

きなかった期間があまりに長い。周知活動に至ってはほぼできていない。そんな状況の

中でチェックするっての僕は問題があると思うんです。だからむしろできなかったから、

改善をしてもう一度ちゃんと事業した上でチェックを受ける。やっぱり目的を達成する

ために事業すると思うんです。目標数値を定めてらっしゃると思うんですよね。それに

対して、こういう事業しっかりしたからこうなった、チェックを受けるというような体

制をしっかり考えてやっていただきたいと思っております。 

 今の状況で、僕はアンケートを取っても職員の労力の無駄であったり、アンケートの

送料の無駄にもなろうし、市民がアンケートに答えることさえ無駄かなと僕は思ってお

ります。 

 目標値をしっかり超えるようにしっかり皆さんが事業を取り組んで、市民に問うよう

な姿勢でお願いしたいと思っております。アンケートを取るためのアンケートにならな

いように。これは本当強く要望しておりますので、皆さんもよろしくお願いいたします。

あくまで要望です。 

 続いて２点目のスポーツ施設の安全についてお伺いします。 

 先日、公園の質問をですね、宮下議員、あと酒永議員がされてますので安全管理に関

してある程度、伺っておるんですが、ＡＥＤの設置についてお伺いいたします。 

 間もなく海水浴シーズンですけれども、長瀬海水浴場にＡＥＤの設置がないので、設

置をしてはいかがでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  高橋産業部長。 

○産業部長（高橋龍二君）  海水浴場へのＡＥＤの設置に関する御質問ということで、

海水浴場は交流観光課のほうで所管しておりますので、私のほうで答弁させていただき

ます。 

 まず長瀬海岸につきましては、海水浴場につきましては常駐の管理員がいないため、

市が定める遊泳期間、これは今年度は７月１５日の土曜日から８月２０日の日曜日とな

っておりますが、その遊泳期間中は管理人が海水浴場に常駐しますので、その期間に関

しましては現地にＡＥＤを設置して対応を行っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  失礼しました。 
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 数年前にですね、海水浴場でちょうど事故がありまして、死亡事故があったのを踏ま

えて私も申し出たのですが回答もなかったこと、あと、あそこで活躍されてます江田島

カヌークラブの人たちもＡＥＤがないよって言ってたので、ちょっとこういった質問に

なったんですが、できましたらそういったことは周知していただきたい。これ、市全体

の江田島市が周知活動が下手だというところの１つの問題だと思うんですよね。安全の

ことなのでしっかりそういった周知活動はしていただきたいと思います。私もこういっ

た質問したので、失礼しました。 

 さらにお願いになるんですが、海水浴期間以外にも修学旅行生、今カヌー等で使われ

ております。そういったときもありますので設置に対しては見直しをしてみてはいかが

ですかね。いかがでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員にちょっと忠告いたします。これは通告外の質問で。 

○５番（美濃英俊君）  施設の安全なので通告外にならないと思うんですが、いかが

でしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  通告書でその程度の文は通告書に書いて質問してください。 

○５番（美濃英俊君）  分かりました。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  それではＡＥＤの話は終わりまして、続けて、スポーツ施設

のことに関してお伺いいたします。 

 スポーツ施設の安全についてもう一つお伺いします。 

 能美スポーツセンターのトレーニングルームの管理者が常駐できていないのですが、

安全を考えると常駐できる体制をしてはどうかと、必要ではないかと思うのですが、い

かがでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  スポーツセンターのトレーニングルームの安全管理につ

いての御質問です。 

 議員おっしゃるように、トレーニングルームはスポーツセンターの一番奥にあります

から、人の常駐はありません。玄関入ってすぐのところに管理人がいるという状態です。

そういう状態ですから、現状で私どももこれでよいんだというつもりはありません。で

きればトレーナー置きたいところですけれども、いろいろ経費の問題等々もあり、苦慮

しておるところですけれども、当面の対応として今年度、監視カメラをつけることで対

応したいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  美濃議員。 

○５番（美濃英俊君）  江田島スポーツセンターのトレーニングルームに関してです

けども、江田島市スポーツセンター設置及び管理条例の第３条第２項にですね、スポー

ツ指導及びトレーニング指導を行うことというふうに記載があります。これカメラ設営

は条例に適しているかっていうと、そうではないんじゃないかなと思うのですが、どう

なのかなというところをちょっと問いたいと思うのですけれども。実際ですね、できる

かどうかっていうのは予算も絡むことなので何とも言えないとは思うのですが、例えば
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生涯学習課の職員をですね、ｅスポーツの体育協会の事務局で仕事をしてもらって、そ

の間、体育協会の人間にトレーニングルームを見ていただくとか、なかなか予算の都合

もすぐには難しいので、来年度以降予算化して実行するという手等もあると思います。

とにかく事故が起こってからでは遅いことですので安全を担保することを要望いたしま

す。 

 最後に３点目のスポーツ施設の使用料に関してですけれども、本当課題だとは思うん

です。全体の課題だと思います。ただ要望として話させていただきます。 

 江田島市民にとって満足度が高いものをとにかく目指していただきたいなと。多くの

市民にいかに利用してもらうかっていうこと、そこを重要課題にしていただきたいと思

います。もう難しい課題ですけれども、使用料の値上げ値下げっていうだけじゃなくて

サービス向上で賄うであるとか、そういったことも含めていろいろ御検討いただければ

と思っております。将来施設がまた朽ちてなくならないように、今後もずっと使えるよ

うな形で制度設計をしていただければと思います。 

 以上、質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、５番 美濃議員の一般質問を終わります。 

 この際、暫時休憩いたします。１１時まで休憩いたします。 

                           （休憩 １０時４８分） 

                           （再開 １１時００分） 

○議長（吉野伸康君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 これより２番 筧本議員の一般質問を行いますが、発言を補完するため、パネル等の

使用について申出がありました。これを許可しております。 

 ２番 筧本 語議員。 

○２番（筧本 語君）  パネルのほうちょっと失礼いたします。皆様、おはようござ

います。本日はお忙しい中、傍聴に足をお運びくださいました皆様、またインターネッ

ト中継を御覧いただいております皆様に厚くお礼申し上げます。 

 それでは、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

 まず、公営住宅について少しお話をさせていただきます。 

 公営住宅とは、県営住宅、市営住宅、町営住宅などの総称で、低所得者を対象に割安

な賃料設定で提供される公共のための住宅です。 

 資料ですね、資料の２枚目をお願いいたします。 

 住宅に困窮する低所得の方を対象にした制度でありますので、入居の申込みの際には

資料２枚目のような様々な条件があり、その条件をクリアした方が入居決定者となりま

すが、その後の審査で連帯保証人が必要となります。全国的に高齢化が進み、単身高齢

者も増加している中、その公営住宅入居時の連帯保証人の確保が非常に困難となってい

るそうです。国は、平成３０年３月に保証人の確保を公営住宅入居の前提とすることか

ら、公営住宅管理標準条例（案）にて、保証人規定を削除し、各自治体へ通知しました

が、本市ではいまだ１人の連帯保証人を求めており、先日、市民の方から、将来的に公

営住宅の入居を考えた際に不安を覚えると伺いました。 

 そこで、次の２点についてお伺いします。 
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 まず１つ目は、国からの通知以降、県や広島市、呉市など１１市町は保証人を不要と

しておりますが、本市は依然、１人の連帯保証人を求めております。なぜ、本市は保証

人を不要とできないのか、その理由をお伺いいたします。 

 二つ目は、国からの通知以降、各自治体は保証人に頼らない仕組みを検討し、先進自

治体の事例を基に、保証人規定の削除に向けて取り組んでいるものと考えられますが、

本市においては、今後、保証人規定の削除は考えているのかお伺いいたします。  

 以上、２点について市長の答弁を求めます。 

○議長（吉野伸康君）  答弁を許します。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  筧本議員から、公営住宅入居時の保証人規定について、２点

の御質問をいただきました。順にお答えをさせていただきます。 

 まず１点目の国からの通知以降、県や広島市、呉市など１１市町が保証人を不要とし

ているのに対し、本市は依然１人の連帯保証人を求めている理由についてでございます。 

 国が平成３０年３月に改正した公営住宅管理標準条例（案）では、住宅に困窮する低

額所得者への住宅提供という公営住宅の目的を踏まえ、保証人を確保できないために入

居できない事態が生じないよう、保証人に関する規定が削除されました。併せて各自治

体に対して、住宅困窮者の公営住宅への入居に支障が生じることがないよう、地域の実

情を総合的に勘案して、適切な対応をするよう示しているところでございます。  

 こうした中で現在、本市が管理しております公営住宅には、３６２戸に入居をいただ

いております。また、入居者における単身高齢者は１２５名となっておりまして、全て

の入居者の３４．５％、約３分の１が単身高齢者となっている現状がございます。 

 こうした状況において、本市が連帯保証人を必要としている理由といたしましては、

連帯保証人による滞納者への催告のほか、入居されている単身高齢者の緊急時における

対応など、入居者の居住の安定確保を図る上で重要な役割を求めているためでございま

す。 

 次に２点目の、今後、連帯保証人規定の削除は考えているかについてでございます。 

 先ほど申し上げましたように、連帯保証人の方には、滞納者への催告のほか、単身高

齢の入居者の緊急時の対応、入居者の皆さんの居住の安全・安心を確保する上で重要な

役割がございます。そのため現時点では、連帯保証人の規定を削除することは考えてお

りません。なお、公営住宅の入居を申し込む際に保証人の連署を必要としない特別の事

情があると認められる方におきましては、連帯保証人の免除規定がございますので、こ

の対応をさせていただいております。 

 住宅に困窮されている方が入居に支障が生じることがないよう、市民の立場に立った

適切な対応に、市民の方に寄り添った対応をさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  筧本議員。 

○２番（筧本 語君）  ただいま２点の質問に対し、御回答いただきありがとうござ

います。 

 公営住宅法第１条で、国及び地方公共団体が協力して、健康で文化的な生活を営むに
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足りる住宅を整備し、これを住宅に困窮する低額所得者に対して低廉な家賃で賃貸し、

又は転貸することにより、国民生活の安定と社会福祉の増進に寄与することを目的とす

ると記されていますが、公営住宅が低所得の住宅困窮者のための住宅であることを考え

ると、保証人を絶対要件とすることは制度の趣旨に反することと考えられます。  

 令和４年１０月に総務省が公表しております中部管区行政評価局が東海４県で行った

調査結果によりますと、保証人の確保が困難という理由により入居を辞退した事例が平

成３０年度から令和３年度までで８５事業主体中、２３事業主体で発生していたそうで

す。パネルの、資料の３枚目見てもらったらいいんですけど、こちらは住宅の市営住宅

の位置図になります。 

 先ほど市長答弁において、現在、本市が管理している公営住宅には３６２戸が入居し

ており、その中で、入居者における単身高齢者は１２５名となっており、現状全ての入

居者の３４．５％、約３分の１が単身高齢者であるとのことでした。高齢化率が４５％

を超える本市において、身寄りのない単身高齢者の数は少なくはないと思われますが、

入居を考えた際、保証人の確保ができず、入居を諦めなければならない状況が容易に想

像されます。 

 そこでお伺いします。 

 本市において、保証人の確保が困難という理由により、入居を辞退した事例は発生し

ているのか、お答えください。 

○議長（吉野伸康君）  西川土木建築部長。 

○土木建築部長（西川貴則君）  令和４年度におきまして、申請者が連帯保証人を確

保する過程の中で、他の要因があり申請を取り下げた事例が１件ございます。市ではこ

の方から連帯保証人の確保が難しいことを聞き取った後に、連帯保証人の免除規定の説

明を行っておりますが、連帯保証人免除申請書は提出されなかったということでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  筧本議員。 

○２番（筧本 語君）  令和４年度において、申請者が連帯保証人を確保する過程の

中で申請を取り下げた事例が１件あり、市では連帯保証人の免除規定の説明を行ったが、

連帯保証人免除申請書が提出されなかったとの御回答でした。 

 申請者はお１人ではありますが、申請前に諦めた方もいたであろうことは想像に難し

くありません。本市において、事実、連帯保証人の確保が困難で入居ができない方が存

在することを強く認識すべきです。 

 さて、先ほどの市長答弁において、本市が連帯保証人を必要としている理由として、

連帯保証人による滞納者への催告のほか、単身高齢の入居者の緊急時の対応など、入居

者の居住の安定確保を図る上で重要な役割を求めているためであるとの御回答でした。  

 過去に広島地裁において、連帯保証人に対する長期未払い賃料の支払い請求が権利の

濫用として否認された事例があります。これは、管理者が連帯保証人に対して催告書の

送付はおろか、賃借人の賃料滞納状況すら知らせていなかったことが大きな理由である

と、判決の要旨に記されておりました。 
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 このように、連帯保証人に対し、入居者の現状を適宜通知することは大変重要であり

ます。そのためにも、入居者の現状や滞納状況をつぶさに把握しておくことが必要であ

ると考えられます。 

 そこでお伺いします。 

 今現在、公営住宅入居者による未払い賃料額はどのくらいあるのでしょうか。  

 また、連帯保証人へ長期未払い賃料の請求を行い、納付された事例はあるのでしょう

か、お答えください。 

○議長（吉野伸康君）  西川土木建築部長。 

○土木建築部長（西川貴則君）  令和５年５月末現在における令和４年度末の未払い

金額は住宅使用料が３６戸、約２５６万円。駐車場使用料は５戸、約４万円ございます。  

 連帯保証人へ長期未払い賃料の請求を行ったことはございませんで、また、納付され

た事例もございません。 

 なお、本市では、連帯保証人を通して入居者への納付の催告を行うことで、未納者へ

の納付の働きかけを行っております。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  筧本議員。 

○２番（筧本 語君）  令和４年度の未払い金額は、住宅使用料が３６戸、約２５６

万円、駐車場使用料は５戸、約４万円で、連帯保証人からの納付事例はないとの御回答

でした。 

 責任の重さなどから、連帯保証人確保のハードルは高いにもかかわらず、連帯保証人

からの納付事例はないとのことであるのならば、連帯保証人規定の必要性をあまり感じ

ないように思います。先ほど市長答弁において、本市が連帯保証人を必要としている理

由として、連帯保証人による滞納者への催告のほか、単身高齢の入居者の緊急時の対応

など入居者の居住の安定確保を図る上で重要な役割を求めているためであるとおっしゃ

られましたが、さきの中部管区行政評価局の調査結果によりますと、保証人規定を削除

した事業主体では、入居者への早期かつきめ細やかな納付指導、緊急連絡先届の提出な

どで家賃収納率の低下や、緊急事態の発生に対応した結果、家賃収納率について特段の

低下は見られず、支障は特にないとのことでした。他方、県や保証人を不要とした自治

体は、保証人の代わりに家賃を肩代わりする義務を負わない緊急連絡人の連絡先を求め

る対応をしているそうで、これにより、役割として大きく変わることなく、本当に入居

を必要としている方へ間口が大きく広がるのではないかと考えられます。 

 本市においては、現時点で連帯保証人の規定を削除することは考えていないとのこと

でしたが、今後、保証人規定を削除した他市町の状況について的確に情報を収集し、早

期に改善していただくよう、切にお願いします。 

 さて、先ほどの市長答弁において、公営住宅の入居を申し込む際に、保証人の連署を

必要としない特別の事情があると認められる方においては、連帯保証人の免除規定があ

るとおっしゃられましたが、特別な事情とはどういったものものなのか、詳しくお答え

ください。 

○議長（吉野伸康君）  西川土木建築部長。 
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○土木建築部長（西川貴則君）  市営住宅設置、整備及び管理条例第１２条第３項に、

特別の事情があると認める者に対し、保証人の連署を必要としないこととすることがで

きるとございます。具体的に申しますと、生活保護法第６条に規定する被保護者及び被

保護者ではない要保護者、また、生活困窮者自立支援法第３条に規定する生活困窮者、

また、入居者が６５歳以上の者であり、かつ同居者のいずれもが６５歳以上又は１８歳

未満の者である場合など、計１５項目のいずれかに該当する方となっております。  

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  筧本議員。 

○２番（筧本 語君）  特別な事情があると認める１５項目のいずれかに該当する方

となっているとのことでしたが、その中に含まれているであろう中で、特に申し上げて

おきたい項目が２つあります。 

 一つ目は、ＤＶ被害者の方への対応です。 

 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律第１条第２項に規定する被

害者で、次のいずれかに該当する方については、単身者用住宅への申込みが可能とあり

ます。まず、配偶者暴力防止等法第３条第３項第３号の規定による一時保護又は配偶者

暴力防止等法第５条の規定による保護が終了した日から起算して５年を経過していない

もの。そして、配偶者暴力防止等法第１０条第１項の規定による裁判所がした命令の申

立てを行ったもので、当該命令がその効力を生じた日から起算して５年を経過していな

いものとあり、入居予定者で、配偶者からのＤＶ被害により入居の事実を秘密にする必

要がある方については、緊急時等の連絡先が確保されている場合に限り、連帯保証人の

連署を免除する場合があるとされております。本市において該当者が存在するのかにつ

いての質問は、個人情報となるため差し控えますが、こういった制度の周知や入居予定

者への配慮に努めていただきたいと思います。 

 ２つ目は、災害の被災者への対応です。 

 災害等で被災された災害罹災者等の江田島市市営住宅緊急入居に関する事務要領の第

３条では、被災者の災害緊急入居を認める際、条例第１２条第１項に規定する連帯保証

人を要しないこととされております。本市では、平成３０年７月豪雨災害 江田島市復

旧・復興プランの中で、住宅が罹災し、居住が困難となった江田島市内の被災者の方に

対し、一時入居先として市営住宅を提供し、最大１３戸、１５世帯の方の入居があり、

その際、連帯保証人を求めなかったと伺っております。 

 このように、特別な事情があると認める場合の対応として相応の判断だと思われます

が、急を要する際の対応にも今後も尽力していただきたいと思います。 

 さて、先日、中国新聞にて、福山市で発達障害のある子供の親たちでつくる「のばら

の会」が中心となり、市営住宅入居の際に連帯保証人を求める規定をなくすよう署名を

集め、市に要請しているとの記事を目にしました。連帯保証人は、一般的に家族や親族

が引き受ける場合が多いのですが、将来的に親が亡くなった後、発達障害のある方の入

居が難しくなるのではないかと懸念されるためです。確かに施設やグループホームとい

う選択肢はありますが、共同生活になじめず、ストレスから精神疾患を患う可能性を懸

念し、家賃の安い市営住宅での一人暮らしを望む声は多いそうで、実際に保証人を求め
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られて入居を諦めた方もいるそうです。 

 このように、連帯保証人の規定は、本当に必要な方々にとって大きな壁となっている

のが実情です。本市においては、現時点で連帯保証人規定の削除は考えていないとのこ

とでしたが、いま一度しっかりと現状を把握し、市民が誰一人取り残されることのない

社会を目指していただきますよう切にお願い申し上げ、私の質問を終わらせていただき

ます。御清聴ありがとうございました。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、２番 筧本議員の一般質問を終わります。 

 ７番 長坂実子議員。 

○７番（長坂実子君）  皆さん、こんにちは。７番議員、政友会の長坂実子です。傍

聴席にお越しの皆様、足をお運びいただきありがとうございます。そしてインターネッ

ト配信を御覧の皆様、御視聴ありがとうございます。 

 それでは、通告に従いまして一般質問を行います。どうぞよろしくお願いいたします。  

 男女共同参画、ジェンダー平等の推進について、１項目３点の質問をさせていただき

ます。 

 男女共同参画は、国際社会で共有される規範でありますが、全ての人が生きがいを感

じられ、多様性が尊重される社会の実現と、持続的な社会の発展のためには、男女共同

参画の推進は必要不可欠です。様々な視点の取組が必要ですが、今回は３点に絞って質

問させていただきます。 

 世界経済フォーラムが発表した昨年度の我が国のジェンダーギャップ指数、これは男

女間格差の評価ですが、世界１４６か国中１１６位であり、特に経済や政治参加の分野

の評価は、世界の中でも底辺レベルとなっております。 

 本市でも昨年度、男女共同参画基本計画の中間見直しのために市民アンケート調査を

実施していますが、アンケート結果では、賃金や昇給、昇進・昇格など、賃金や雇用に

見る経済的な男女間格差があるという認識が大きくなっております。 

 さらに、この経済力の格差が家庭内暴力、ＤＶの増加につながると言われております。

これは深刻な人権侵害でありますが、本市においてこの数年、ＤＶ被害の相談件数は２

０件前後と減少はしていない状況です。 

 また、市民アンケート結果から、意思決定や方針決定での男女構成比に表れる政治的

な格差が見られ、男性優位であるという市民の意識が大きくなっています。今の江田島

市議会は議員１６人中、女性議員は２人ですが、市民からは女性議員が少ない、もっと

増やさないといけないのではないかという声もこれまでに様々な世代から多くいただい

ております。 

 さらに注目すべきは、男女平等意識の調査です。前回調査と比べて今回の調査は、家

庭、職場、学校教育、議会、社会全体など全ての場で男性優遇の意識が高くなっており、

男女平等意識の醸成を図るための教育や啓発の取組がこれまで以上に必要になっている

のだと思います。 

 市民が抱くこのような不平等感は、人口減少と少子高齢化に大きく関わっていると思

います。本市の人口構成比で見ると、若い世代の流出が多く、２０代、３０代の女性が

特に少ない状況です。女性が地元で働く環境充実を求められています。 
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 今の江田島市にとって経済的、政治的、社会的にある男女間格差の解消に向けた取組

を進めることが、女性だけでなく、全ての市民が活躍でき、住み続けたいと思えるまち

づくりになると考え、以下伺います。 

 １、女性が出産、子育て、介護などライフイベントを抱えながらも、経済的に自立し

た生活をできるような女性の就業環境の取組について伺います。 

 ２、ＤＶ根絶のための本市の取組状況、また、男女共同参画、ジェンダー平等の広報

や啓発の取組状況を伺います。 

 ３、義務教育におけるジェンダー平等、男女共同参画やデートＤＶ防止のための取組

を伺います。 

 以上、１項目３点について質問いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  答弁を許します。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  長坂議員から、男女共同参画の推進について、３点の御質問

をいただきました。１点目と２点目を私がお答えし、３点目を教育長がお答えをさせて

いただきます。 

 本市では平成３０年４月に江田島市第２次男女共同参画基本計画を策定し、「男女が

共に認め合い 共に活躍する『恵み多き島』えたじま」を基本理念として、女性の就労

支援、ＤＶの根絶やジェンダー平等など、男女共同参画社会の実現に向けた様々な取組

を推進しております。 

 まず１点目の出産、育児、介護などのライフイベントを迎えながらも、女性が経済的

に自立した生活をできるような就業支援の取組についてでございます。 

 就業支援の取組として、まず広報啓発活動を実施しております。市の広報紙やホーム

ページにおきまして、求職情報や相談窓口の案内を随時掲載するとともに、男女雇用機

会均等法等の法制度や女性の雇用及び労働条件向上に関する情報を提供し、多様な働き

方への意識啓発と理解を図る取組をしております。 

 次に、相談支援体制及び求職活動支援では、女性の再就職支援相談事業として、呉公

共職業安定所と連携し、求人情報の提供、保育サービスや就労に関する法律など、働く

ことに必要な情報の提供、早期就職に向けた計画的なサポートを行っております。また、

呉公共職業安定所が設置しているマザーズハローワークや、県立呉高等技術専門校での

職業訓練の案内も行っております。 

 そのほか、江田島市社会福祉協議会が主体となって、無料職業紹介所を開設し、求人

情報の提供のほか、就業相談も行っており、本市もこの事業に協力をいたしております。 

 さらに金銭的な支援につきましては、高等技能職業訓練促進費給付事業として、ひと

り親家庭に対し、就職に有利な資格の取得を促進するための職業訓練中の生活支援を行

うなど、女性が経済的に自立した生活ができるよう、就業支援の取組を進めているとこ

ろでございます。 

 次に、２点目のＤＶ根絶のための本市の取組状況、また、男女共同参画の広報や啓発

の取組状況についてでございます。 

 ＤＶ根絶のための取組といたしましては、ＤＶ発生の予防と根絶に向けて、市の広報
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紙やホームページ、チラシやパンフレットの配布、講座の開催などを通じて啓発を行っ

ております。また、相談者のプライバシーに配慮しながら適切な対応や支援が行えるよ

う、関係機関との連携により、利用可能な制度の周知や手続の支援を行うなど、被害者

のための相談体制の充実に努めております。 

 さらに、ＤＶ事案への対応としては、その家庭内で児童が関係する場合が多いため、

江田島市要保護児童対策地域協議会で、広島県や警察、江田島市社会福祉協議会などと

情報共有しながら、個別事案ごとに各機関が連携し、解決に向けた支援を行っておりま

す。特に、広島県西部こども家庭センターは、児童相談所と配偶者暴力相談支援センタ

ーなどを兼ね備えた機関であることから、定期的な連携を図っております。  

 次に、男女共同参画の広報や啓発の取組といたしましては、関係資料や情報を収集し、

図書館などの情報コーナーでの普及をはじめ、市の広報紙やホームページなどを通じて

広く情報の発信を行っております。 

 また、男女共同参画の意識の醸成を図るための江田島市男女共同参画セミナーを毎年

開催をしておりました。しかしながら、令和２年度以降の３年間は新型コロナウイルス

感染症の影響によりまして、やむなく中止をしておりました。今年度、令和５年度につ

きましては、例年どおりセミナーを開催する予定でございます。 

 国は今月６月１３日に女性版骨太の方針である女性活躍・男女共同参画の重点方針２

０２３を発表いたしました。本市におきましてもこの方針に基づきながら、誰もが生き

がいを感じ多様性が尊重されるまちの実現に向けて努力してまいりたい、このように思

っております。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  岡田教育長。 

○教育長（岡田 學君）  長坂議員から３点目の質問についてお答えをさせていただ

きます。 

 義務教育における男女共同参画やデートＤＶ防止のための取組についてはでございま

す。 

 まず、男女共同参画についてでございます。 

 義務教育における男女共同参画は、非常に重要なテーマであると考えております。男

女共同参画を実現していくためには、児童生徒の発達の段階に応じ、社会科、家庭科、

道徳科、特別活動等の関係の深い教科を中心に、学校教育全体を通じて、人権の尊重や

男女の平等、男女が共同して社会参画することの重要性について指導することが大切と

なると考えております。 

 具体的には、社会科の歴史や公民分野の授業で、女性の偉業や貢献者について学ぶ機

会を設けたり、男女の平等の権利や性差別の問題を取り上げたりするなどの授業を実施

しております。また、道徳科には、友情、信頼の内容項目があり、異性についての理解

を深める資料を活用した事業を行っております。 

 また、性別に関するステレオタイプを払拭し、性別に関係なく自由に選択することが

できる機会の提供についても取り組んでおります。例えば市内小中学校では制服を採用

している学校がありますが、いずれの学校においても女性はスカートと規定するのでは
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なく、ズボンを着用してもよいと、そういうふうにしております。部活動においても、

男女にとらわれることなく入部することを可能としております。 

 次に、デートＤＶ防止についてでございます。 

 ＤＶ、ドメスティックバイオレンスとは配偶者から受ける暴力のことですが、配偶者

関係にない交際相手に対する暴力をデートＤＶと申します。デートＤＶの多くは、若者

たちの交際中に起こり、被害者も思春期、青年期の若者が多くなってきております。デ

ートＤＶを防止するためには、他者に対する尊敬や共感の心情や態度を育て、健全な人

間関係を構築していく教育活動を展開する、そういうことが大切であると捉えておりま

す。児童生徒に対して、全ての教育活動を通じ互いを尊重し、暴力やいじめを行わない

ようにすることを指導しております。 

 また、コミュニケーション能力を高めることもデートＤＶ防止においては大切である

と捉えております。コミュニケーションスキルを育成し、感情を適切に表現し、対話を

通じて問題を解決する方法についても、国語科の話し合うことの授業や道徳科での対話

などの機会を通じて学んでおります。 

 直接的な被害を防止するための手だてとしましては、主に中学校においては、健康教

育の一環として、デートＤＶ防止の重要性や、そのリスクとなる要因、例えばＳＮＳを

発端とした事案等について学ぶ機会を設けております。自己価値や健康な関係の構築に

関する情報を提供し、ＤＶの早期警戒意識を高めることにつながる取組を行っておりま

す。 

 実際にデートＤＶ被害等を受けた場合のサポート体制としては、校内に相談窓口を設

置するとともに、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを配置して対応

できるようにしております。 

 なお、市内の小中学校においては、確認できます過去５年間におきましては、デート

ＤＶによる被害は発生しておりません。今後は、これらの取組をさらに充実させ、小学

校と中学校における男女共同参画、デートＤＶ防止に対する意識を高め、児童生徒が平

等かつ安心できる環境で学び、成長できるよう努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  長坂議員。 

○７番（長坂実子君）  御答弁ありがとうございます。 

 １点目から順に再質問させていただきます。 

 出産、育児で離職後、再就職先を探すときによくいただいてる声ですけれども、仕事

の選択肢、応募できる求人情報がとても少なくて困るというような声を聞きます。今は

江田島市は特に２０代、３０代の女性の人口が少ないという課題もあります。 

 若い世代が住み続けるためには、女性が子育てなどライフイベントを迎えながらも、

多様な働き方ができる環境の充実が必要だと思います。もちろん事業所や家庭など社会

全体へ啓発していくべきだと思いますが、特に行政主導で女性の就労支援の取組が必要

だと思います。 

 そこで１点提案させていただきたいことがありますが、今、本市ではサテライトオフ

ィスなどの企業誘致に力を入れています。女性の経済的な自立のためのデジタル人材育
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成は、先ほど市長の御答弁がありましたが、国の女性版骨太の方針の重点方針にもなっ

ております。サテライトオフィスの誘致とともに、女性のデジタル人材育成、就労支援、

取り組んではいかがでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  高橋産業部長。 

○産業部長（高橋龍二君）  女性のデジタル分野への就労支援ということでの市の支

援というお尋ねというふうに思いますので、就労支援ということで産業部のほうで答弁

をさせていただきます。 

 まず、議員仰せのとおり、女性に特化したデジタル分野での就労先が少ないという実

態がまずございます。そうしたことを踏まえ、デジタル人材の育成につきましては、男

女を問わずハローワークの求職支援制度の中で、要件を満たす場合、ＩＴ分野の職業訓

練を実施する制度があります。新型コロナ以降は通学ではなく、オンライン形式での受

講も訓練の給付対象となっており、本市といたしましても、まずこうした国の施策の周

知や活用で希望する方のデジタルスキルの習得ということを中心に現状進めてまいって

いるところです。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（吉野伸康君）  長坂議員。 

○７番（長坂実子君）  市としてまた、さらに先の女性の就労支援っていうところを

ぜひ目指していただきたいなと思いまして、女性のデジタルスキルの習得から就労まで

支援をするという取組をしている自治体がありますので、ちょっと紹介したいと思いま

す。 

 兵庫県の豊岡市は、江田島市と同じく若い世代、特に女性の流出が多かったことから、

女性のデジタル人材育成と女性の働きやすい環境づくりに取り組んでいます。子育て中

の女性がデジタルスキルという新たな学びに参加しやすいように、子育て支援拠点など

も活用して、デジタルスキルの習得等、地元企業のニーズ喚起、マッチングなどで就労

支援に取り組んで、新しい就労になってきているとのことです。 

 女性の新たな就労環境による仕事の多様化、女性の働きやすい環境づくりによる女性

の就労支援の充実は江田島市でも必要だと思いますので、ぜひ積極的な取組をよろしく

お願いいたします。 

 続きまして、２点目、男女共同参画、ジェンダー平等の広報啓発の取組についてです。  

 市民アンケート結果から議会や政治の場の男性優遇の意識が多く持たれているのが分

かります。先ほども申しましたが、今、江田島市議会、現在、議員１６人中女性議員は

２人です。女性議員をもっと増やさないといけないという声もこれまでいただいており

ます。 

 女性の政治参加推進については、平成３０年に政治分野における男女共同参画の推進

に関する法律ができております。令和３年には改正され、これまで以上に政治分野での

男女共同参画を推進するように定められています。選挙において男女の候補者数ができ

るだけ均等になることを目指すことなどを基本原則にしており、地方公共団体の責務や

自主的な取組を定めたものです。もちろん議会も向き合っていかないといけないことだ

と思いますが、市担当へのお願いは、女性の政治参加を進めるためにも、男性女性の固
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定的な役割分担意識の解消に向けた啓発は進めていただきたいということです。立候補

という制度は、もちろん男女平等にありますけれども、女性がそこに乗れていない現状

があると思います。 

 中止となっていた男女共同参画セミナーを今年度は開催予定ということです。コロナ

で３年、そして、その前は台風で１年で中止となっていたと思いますので、５年ぶりの

開催だと思います。男女共同参画の機運づくり、意識改革の取組は重要ですので、よろ

しくお願いいたします。 

 他の市議会でも取組が広がっており、女性が過半数となった市議会も幾つか出てきて

おります。本市議会においても女性の政治参加について、どのように進めていくか、研

究、議論を進めていく必要があると思います。これは議会の問題提起とさせていただき

ます。 

 続きまして、２点目のＤＶ根絶のための取組について再質問させていただきます。 

 アンケート結果を見ますと、ＤＶ被害の経験がある人のうち友人や家族などに相談し

た割合は高いですが、誰にも相談していない人も３０％と高いです。行政への相談は

４％、警察への相談も４％。そして、ＤＶに対する対策や支援に必要なものは何かとい

う質問には、相談しやすい環境づくりの充実が最も高く５０％となっています。 

 御答弁から、相談から支援までの連携体制があることは分かりましたが、相談するま

でのハードルが高いのではないでしょうか。直接窓口に行くことや、電話だけではなく、

気軽に相談できる窓口として、例えばＬＩＮＥなどＳＮＳを活用してはどうでしょうか。  

○議長（吉野伸康君）  江郷市民生活部長。 

○市民生活部長（江郷壱行君）  ＤＶの相談についてのアンケート調査にもございま

すように、行政機関への相談は大変低い回答となっています。今後は少しでも相談しや

すいように相談者の個人情報を厳守して、相談の入り口としてのハードルを下げる方法

を検討してまいります。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  長坂議員。 

○７番（長坂実子君）  そもそもＤＶの相談から支援までどのようなことをしてもら

えるのか、先ほども御答弁ありましたけれども、市民は知らない人がほとんどだと思い

ます。行政に相談しても何の役にも立たないのではないか。また、逆に行政に相談した

ら大ごとになるのではないかと思ってしまわれないように、相談したらどのような支援

をしてもらえるのかということを、例えばホームページに分かりやすく掲載したり、広

報を使って市民へ周知することはいかがでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  江郷市民生活部長。 

○市民生活部長（江郷壱行君）  政府の女性活躍・男女共同参画の重点方針２０２３

におきましても、配偶者暴力の防止に関する啓発と相談窓口の周知として、被害者がた

めらうことなく相談することができるよう、配偶者暴力相談支援センターなどの窓口相

談について、一層の周知を図るとしています。 

 本市といたしましても、第２次男女共同参画基本計画において、あらゆる暴力の根絶

を基本方針の一つに定めております。政府や広島県の取組や相談後の支援などを分かり
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やすく周知してまいります。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  長坂議員。 

○７番（長坂実子君）  ぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは、３点目の義務教育における男女共同参画、ジェンダー平等についての再質

問させていただきます。 

 今年度から文部科学省は全国の学校で導入できるように、性に関する新しい教育であ

る「生命
い の ち

の安全教育」を推進しています。子供たちを性暴力の被害者、加害者、傍観者

にさせないために、幼児期から高校生までの子供の発達段階ごとに命の大切さ、自分や

相手を尊重し大事にすること、性暴力の被害に遭ったときの適切な対応の仕方などが指

導内容になっています。人権教育としての新たな性教育だと思います。江田島市の小中

学校での命の安全教育についての取組をどのように考えていますでしょうか。  

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  「生命
い の ち

の安全教育」についてのお尋ねです。 

 ちょうど２年前のこの市議会ですけれども、令和３年６月の市議会におきましても長

坂議員から一般質問いただきました。そのときの一般質問の内容は、性教育にもっと力

を入れてはどうかとの御質問でした。 

 そのときにも話題になりました「生命
い の ち

の安全教育」、この「生命
い の ち

の安全教育」ですけ

れども、内閣府と文部科学省が令和３年４月に公表した教材です。幼児期から大学まで

年齢に応じた６種類の教材で、それぞれ１０分程度の動画になっています。６種類って

いうのが幼児期、小学校低学年、小学校高学年、中学生、高校生、大学生と、この６種

類、スライド式の動画なんですけれども、この事業は令和３年度からスタートしており

ますけれども、文部科学省では今年度、全国全ての小中高等学校での実施を目指してお

ります。 

 本市におきましては、能美中学校で既に実施しておるところですけれども、今後、文

部科学省の方針に沿った取組をしていきたいと考えております 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  長坂議員。 

○７番（長坂実子君）  保護者から性教育をしてほしいという要望が多くありますの

で、ぜひ学校現場で「生命
い の ち

の安全教育」から進めていただきますようよろしくお願いい

たします。 

 また、「生命
い の ち

の安全教育」の教材としてスライドや動画を文部科学省のホームページ

掲載されております。保護者にも家庭教育の教材として勧めることをしてはどうでしょ

うか。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  「生命
い の ち

の安全教育」を保護者に紹介してはどうかとの御

提案です。 

 この教材につきましては、令和３年６月の中国新聞に掲載されまして、そのときは１

ページの３分の１か２分の１ぐらい結構大きなスペースだったと記憶しています。その
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新聞がありましたので、保護者で見られた方もいるかもしれませんし、見てない方もい

るかもしれません。ただこれをですね、保護者に紹介するということにしますと性教育

には抵抗を感じる保護者もいると思います。そうしたことから、これを紹介するかどう

かにつきましては、ＰＴＡ、保護者とも相談して決めたいと思います。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  長坂議員。 

○７番（長坂実子君）  「生命
い の ち

の安全教育」は、性教育の中でも人権に関わる大事な

教育だと思いますので、ぜひ学校、家庭でも勧めていただきたいと思います。 

 続きまして、デートＤＶについてですが、御答弁では既にデートＤＶの予防教育に取

り組み、学校内でもデートＤＶ被害の相談窓口体制を取っており、過去５年間、被害は

発生していないとの御答弁でした。江田島市内のＤＶ、家庭内暴力の状況を見ますと、

相談件数は年間２０件前後ある状況です。子供の目の前で家族に暴力を振るう、心理的

な虐待と言われますが、この割合も大きくこの数年減っていません。ＤＶをなくすため

には子供のときからの予防教育が最も重要だと思いますので、引き続きの取組を進めて

いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 現代社会において、昔は言われていなかった若年層からのデートＤＶ、この予防が必

要とされるような状況です。子供たちが思春期を迎えて恋愛とか始めると、昔はなかっ

たですけど、ＳＮＳでインターネットで恋愛の仕方などいろいろ学んでいくっていうよ

うな状況にあり、保護者も大変心配しているような状況です。小中学校での人権教育の

視点に立った性教育の充実性を感じております。 

 「生命
い の ち

の安全教育」は、今年度の女性版骨太の方針で、女性が尊厳と誇りを持って生

きられる社会の実現のための取組となっております。今後の取組をぜひお願いしたいと

思います。 

 今、国も全体的にですが、江田島市も様々な場面で男性、女性が持つ固定的な意識、

また男女間の不平等感解消に向けて変わっていくことが求められていると思います。女

性が活躍して尊厳と誇りを持っていける社会は、誰もが暮らしやすい社会となり、地域

の発展になると私は思っています。社会文化を変えるには、行政主導の取組がとても重

要だと思います。今後の一層の取組をお願いいたしまして、私の一般質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（吉野伸康君）  以上で７番 長坂議員の一般質問を終わります。 

 この際、暫時休憩いたします。１３時まで休憩いたします。 

                           （休憩 １１時５５分） 

                           （再開 １３時００分） 

○議長（吉野伸康君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

日程第２  報告第２号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第２、報告第２号 令和４年度江田島市一般会計継続費

繰越計算書に関する報告についてを議題といたします。 
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 直ちに提出者からの報告を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま、上程されました報告第２号 令和４年度江田島市

一般会計継続費繰越計算書に関する報告についてでございます。 

 令和４年度江田島市一般会計継続費繰越計算書を、議案書２ページのとおり調製しま

したので、地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により、これを議会に報告するも

のでございます。 

 内容につきましては、総務部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。  

○議長（吉野伸康君）  奥田総務部長。 

○総務部長（奥田修三君）  それでは、報告第２号につきまして御説明いたします。 

 議案書の２ページをお願いします。 

 議決をいただいております継続費の年割額につきましては、あくまで予定額となりま

す。そのため、実際の支出額が年割額に達しない場合には、支払残額を継続費、最終年

度まで逓次繰越しすることができるものです。このたび、繰越計算書を調製しましたの

で、議会に報告させていただきます。 

 それでは、令和４年度江田島市一般会計継続費繰越計算書について説明します。  

 ２款総務費、１項総務管理費、事業名、公共施設再編整備事業費の（仮称）柿浦交流

プラザ新築工事設計等業務です。 

 継続費の総額２，４２９万４，０００円のうち令和４年度継続費予算現額の計１，９

２９万４，０００円、支出済額及び支出見込額はゼロ円、残額１，９２９万４，０００

円を翌年度に繰越しをしました。 

 繰越額に対する財源内訳は、繰越金１０９万４，０００円、特定財源は地方債１，８

２０万円です。 

 次に、事業名、公共施設再編整備事業費の（仮称）大幸交流プラザ新築工事設計業務

です。 

 継続費の総額１，１１２万円のうち令和４年度継続費予算現額の計３３３万６，００

０円、支出済額及び支出見込額はゼロ円です。残額３３３万６，０００円を翌年度に繰

越ししました。 

 繰越額に対する財源内訳は、繰越金１２３万６，０００円、特定財源としまして地方

債２１０万円です。 

 次に、事業名、公共施設再編整備事業の（仮称）飛渡瀬交流プラザ新築事業です。 

 継続費の総額３億４，１５３万２，０００円のうち令和４年度継続費予算現額の計２

億６，４０９万５，０００円、支出済額及び支出見込額１億７６８万円、残額１億５，

６４１万５，０００円を翌年度に繰越しをしました。 

 繰越額に対する財源内訳は、繰越金７９１万５，０００円、特定財源としまして地方

債１億４，８５０万円です。 

 次に、事業名、公共施設再編整備事業の（仮称）切串交流プラザ新築事業です。 

 継続費の総額４億５６３万３，０００円のうち令和４年度継続費予算現額の計３億１，

９２４万６，０００円、支出済額及び支出見込額９，２４６万６，４４０円、残額２億
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２，６７７万９，５６０円を翌年度に繰越しをしました。 

 繰越額に対する財源内訳は、繰越金１，１３７万９，５６０円、特定財源としまして

地方債２億１，５４０万円です。 

 次に、事業名、交通船事業特別会計繰出金でございます。 

 継続費の総額２億４，７４０万円のうち令和４年度継続費予算現額の計２億３，３９

０万円、支出済額及び支出見込額はゼロ円、残額２億３，３９０万円を翌年度に繰越し

をしました。 

 繰越額に対します財源内訳は、特定財源としまして地方債２億２４０万円、その他３，

１５０万円です。 

 次に、３款民生費、２項児童福祉費、事業名、保育施設管理運営事業でございます。  

 継続費の総額３億５，６５８万４，０００円のうち令和４年度継続費予算現額の計２

億８，２６９万９，０００円、支出済額及び支出見込額９，９１９万７，５６０円、残

額１億８，３５０万１，４４０円を翌年度に繰越しをしました。 

 繰越額に対します財源内訳は、繰越金９２０万１，４４０円、特定財源としまして地

方債１億７，４３０万円です。 

 説明につきましては以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、報告第２号を終わります。 

 

日程第３  報告第３号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第３、報告第３号 令和４年度江田島市一般会計予算の

繰越明許費に関する報告についてを議題といたします。 

 直ちに提出者からの報告を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま、上程されました報告第３号 令和４年度江田島市

一般会計予算の繰越明許費に関する報告についてでございます。 

 地方自治法第２１３条の規定による繰越明許費に関しましては、議案書４ページ及び

５ページの繰越計算書のとおりとなりましたので、地方自治法施行令第１４６条第２項

の規定により、これを議会に報告するものでございます。 

 内容につきましては、総務部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。  

○議長（吉野伸康君）  奥田総務部長。 

○総務部長（奥田修三君）  それでは、報告第３号につきまして御説明いたします。 

 議案書４ページをお願いします。 

 令和４年度江田島市一般会計繰越明許費繰越計算書です。 

 一般会計におきます繰越事業は、３款民生費で、人権啓発一般事業、外国人市民交流

事業の２事業。４款衛生費で、新型コロナウイルス感染症予防対策事業、母子保健事業、

家庭一般廃棄物収集運搬業、前処理センター管理運営事業、環境センター管理運営事業

の５事業。６款農林水産業費で、農業用施設維持管理事業、小規模崩壊地復旧事業、水

産業施設維持管理事業、漁港事業の４事業。 



 

－９１－ 

 次のページ、５ページをお願いします。 

 ８款土木費で、道路維持管理事業、道路改良事業、道路整備事業県負担金、河川維持

管理事業、急傾斜地崩壊対策事業県負担金、港湾維持管理運営事業、港湾建設事業県負

担金、市営住宅維持管理事業の８事業。１１款災害復旧費で、農業施設災害復旧事業、

林業施設災害復旧事業の２事業。１３款諸支出金で、下水道事業会計繰出金の１事業で

す。 

 この合計２２事業、総額４億６，７８４万９，０００円の繰越額につきましては、２

月の定例会におきまして議決をいただいているところです。そのうち、４款衛生費の前

処理センター管理運営事業、６款農林水産業費の小規模崩壊地復旧事業、８款土木費の

道路改良事業につきましては、令和４年度内に事業が完了し、そのほかの８事業におき

ましても進捗状況により、繰越額が減となっております。 

 このことから、令和５年度への翌年度繰越額の総額は３億９，４７６万８，０００円

です。なお、翌年度繰越額に係る財源内訳につきましては、既収入特定財源ゼロ円、未

収入特定財源としまして、国県支出金が１億２，０３５万４，０００円、地方債が１億

６，２８０万円、その他が１５３万４，０００円、一般財源が１億１，００８万円でご

ざいます。 

 説明につきましては以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で報告第３号を終わります。 

 

日程第４  報告第４号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第４、報告第４号 令和４年度江田島市一般会計事故繰

越し繰越計算書に関する報告についてを議題といたします。 

 直ちに提出者からの報告を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました報告第４号 令和４年度江田島市一

般会計事故繰越し繰越計算書に関する報告についてでございます。 

 令和４年度江田島市一般会計事故繰越し繰越計算書を、議案書７ページのとおり調製

しましたので、地方自治法施行令第１５０条第３項において準用する同令第１４６条第

２項の規定により、これを議会に報告するものでございます。 

 内容につきましては、総務部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。  

○議長（吉野伸康君）  奥田総務部長。 

○総務部長（奥田修三君）  それでは、報告第４号につきまして御説明いたします。 

 議案書７ページをお願いします。 

 令和４年度江田島市一般会計事故繰越し繰越計算書です。 

 このたびの事故繰越しは、衛生費の葬斎センター管理運営事業などにおきまして、計

画策定における確認作業に時間を要したことから、期限内の完了が困難となったもの。

また、繰越事業として実施しておりました災害復旧事業などにおきまして、通行規制等

の地元調整に不測の日数を要したことから期限内の完了が困難となり、事故繰越しをし



 

－９２－ 

たものです。繰越事業は、４款衛生費で、葬祭センター管理運営事業、前処理センター

管理運営事業、リレーセンター管理運営事業、環境センター管理運営事業の４事業。８

款土木費で、道路改良事業、急傾斜地崩壊対策事業県負担金の２事業。１１款災害復旧

費で、土木施設災害復旧事業の１事業。１３款諸支出金で、下水道事業会計繰出金の１

事業です。 

 合計欄の支出未済額７，５５２万９，９４７円に支出負担行為予定額８５２万２００

円を加えました総額８，４０５万１４７円が令和５年度への繰越額です。 

 なお、翌年度繰越額に係る財源内訳につきましては、既収入特定財源ゼロ円、未収入

特定財源としまして国県支出金が２，０２６万１，０００円、地方債が１，２６０万円、

その他がゼロ円、一般財源が５，１１８万９，１４７円です。 

 説明につきましては以上になります。 

○議長（吉野伸康君）  以上で報告第４号を終わります。 

 

日程第５  報告第５号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第５、報告第５号 令和４年度江田島市交通船事業特別

会計継続費繰越計算書に関する報告についてを議題といたします。 

 直ちに提出者からの報告を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま、上程されました報告第５号 令和４年度江田島市

交通船事業特別会計継続費繰越計算書に関する報告についてでございます。  

 令和４年度江田島市交通船事業特別会計継続費繰越計算書を議案書９ページのとおり

調製しましたので、地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により、これを議会に報

告するものでございます。 

 内容につきましては、企画部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。  

○議長（吉野伸康君）  畑河内企画部長。 

○企画部長（畑河内真君）  それでは、報告第５号につきまして御説明をいたします。 

 議案書９ページをよろしくお願いいたします。 

 令和４年度江田島市交通船事業特別会計継続費繰越計算書でございます。 

 １款事業費、１項事業費、事業名、交通船事業費、中町／宇品航路新船建造事業でご

ざいます。 

 継続費の総額４億５，０００万円のうち令和４年度継続費予算現額の計４億３，６５

０万円、支出済額及び支出見込額ゼロ円、残額４億３，６５０万円を翌年度に繰り越し

ました。 

 繰越額に対する財源内訳は、特定財源といたしまして地方債２億２６０万円、その他

２億３，３９０万円です。 

 説明につきましては以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で報告第５号を終わります。 
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日程第６  報告第６号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第６、報告第６号 令和４年度江田島市下水道事業会計

予算の繰越に関する報告についてを議題といたします。 

 直ちに提出者からの報告を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま、上程されました報告第６号 令和４年度江田島市

下水道事業会計予算の繰越に関する報告についてでございます。 

 地方公営企業法第２６条第１項及び第２項ただし書きの規定による予算の繰越しに関

しましては、議案書１１ページの繰越計算書のとおりとなりましたので、同条第３項の

規定により、これを議会に報告するものでございます。 

 内容につきましては、土木建築部長から説明をいたします。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（吉野伸康君）  西川土木建築部長。 

○土木建築部長（西川貴則君）  それでは、報告第６号につきまして御説明いたしま

す。 

 議案書１１ページをお願いいたします。 

 令和４年度江田島市下水道事業会計予算繰越計算書でございます。 

 上側の表を御覧ください。 

 繰越事業は、１款資本的支出、１項建設改良費、事業名、管渠整備事業及び処理場整

備事業の２事業です。翌年度繰越額は９，００２万６，０００円でございます。 

 財源内訳としましては、企業債１，４４０万円、国庫補助金、県補助金４，３４１万

４，０００円。一般会計負担金１，４４０万円、損益勘定留保資金１，７８１万２，０

００円でございます。 

 下側の表を御覧ください。 

 事故繰越事業は、１款資本的支出、１項建設改良費、事業名、処理場整備事業、翌年

度繰越額は４，７３８万円でございます。 

 財源内訳としましては、企業債８５０万円、国庫補助金２，６０５万９，０００円、

一般会計負担金８５０万円、損益勘定留保資金４３２万１，０００円でございます。  

 繰越内容としましては、入札不調やコロナ禍による機材の納期の遅延により、年度内

の完成が困難となったため、繰越ししたものでございます。 

 以上で報告第６号の説明を終わります。 

○議長（吉野伸康君）  以上で報告第６号を終わります。 

 

日程第７  議案第４２号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第７、議案第４２号 江田島市条例の読点の表記を改め

る条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 
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 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま、上程されました議案第４２号 江田島市条例の読

点の表記を改める条例案についてでございます。 

 本市の条例の読点として表記するコンマを点に改めるため、地方自治法第９６条第１

項第１号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、総務部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  奥田総務部長。 

○総務部長（奥田修三君）  議案第４２号について説明いたします。 

 議案書１２ページに提案理由を、１３ページに改正案を、１４ページに参考資料をお

示ししております。１４ページの参考資料により、改正の内容について説明します。  

 １の条例の趣旨です。 

 本市の公用文に係るルールについては、昭和２７年の内閣官房長官依命通知に倣い、

江田島市公用文規定等を定めて運用しているところです。このたび約７０年ぶりに公用

文作成のルールが変更されたことから、本市におきましてもこれに従って見直しをする

ものです。 

 ２の条例の内容です。 

 本市の条例において、読点として表記するコンマを点に改めます。 

 ３の施行後の運用です。 

 （１）として、市の例規等への反映は、例規システムについては本年、令和５年１０

月１日を目途とし、紙媒体の例規集については、年１回の加除に合わせて新規制定、一

部改正のあったものから順次変更いたします。 

 （２）として、市長提出議案については、本年１０月１日以降に開会される市議会か

ら読点の表記をコンマから点に改めます。 

 （３）として、その他の文書についても、本年１０月１日以降に作成するものから点

に改めます。 

 １３ページにお戻りください。 

 附則として、この条例は令和５年１０月１日から施行します。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。  

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 
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 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第８  議案第４３号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第８、議案第４３号 江田島市職員の特殊勤務手当に関

する条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま、上程されました議案第４３号 江田島市職員の特

殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 国家公務員に準じて、特殊勤務手当の特例に係る規定を見直すため、現行条例の一部

を改正する必要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の

議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、総務部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。  

○議長（吉野伸康君）  奥田総務部長。 

○総務部長（奥田修三君）  それでは、議案第４３号について御説明いたします。 

 議案書１６ページに改正条文を、１７ページに新旧対照表を、１８ページに参考資料

を添付しております。 

 参考資料により御説明いたしますので、１８ページをお願いいたします。 

 １の改正の趣旨でございます。 

 令和５年５月８日に新型コロナウイルス感染症の位置付けが、季節性インフルエンザ

等と同じ５類感染症に変更されました。これに伴いまして、人事院規則が一部改正され、

国家公務員の新型コロナウイルス感染症に係る特殊勤務手当が見直されております。こ

れを受け、本市におきましても、国家公務員に準じて特殊勤務手当の特例に係る規定を

見直すものでございます。 

 ２の改正の内容でございます。 

 （１）として、現行の新型コロナウイルス感染症対策業務に係る特例を廃止いたしま

す。現行の特例は、新型コロナウイルス感染症の患者やその疑いがある方を救急搬送し

た場合などに、勤務時間に応じて１日３，０００円または４，０００円の手当を支給で

きることとしていたもので、詳細につきましては表に記載のとおりでございます。 
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 （２）として、新たに特定新型インフルエンザ等に該当する感染症が発生した場合に

対応する特例を新設いたします。今後、新型コロナウイルス感染症の変異株等が蔓延し、

特定の新型インフルエンザ等に該当することとなった際に、国家公務員に準じて手当が

支給できるよう、表に記載のとおり特例を新設するものでございます。 

 ３の施行期日でございます。既に人事院規則の改正が施行されていることを踏まえま

して、公布の日から施行することとしています。なお、新型コロナウイルス感染症、５

類感染症に変更された５月８日以降、当該手当の支給実績はございません。  

 説明につきましては以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。  

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第９  議案第４４号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第９、議案第４４号 江田島市固定資産税の課税免除等

に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま、上程されました議案第４４号 江田島市固定資産

税の課税免除等に関する条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 半島振興法第１７条の地方税の不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省
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令の一部改正等を踏まえ、現行条例の一部を改正する必要がありますので、地方自治法

第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、市民生活部長から説明をいたします。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（吉野伸康君）  江郷市民生活部長。 

○市民生活部長（江郷壱行君）  それでは、議案第４４号について説明いたします。 

 議案書２０ページが改正条文、２１、２２ページが新旧対照表、２３、２４ページに

参考資料として説明資料を添付しております。 

 ２３、２４ページの参考資料により、主な改正内容について説明いたします。  

 １、改正の趣旨について。 

 半島振興法第１７条の地方税の不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省

令の一部改正により、半島振興法に基づく地方税の不均一課税に係る減収補塡制度の対

象が縮小されたことなどを踏まえ、固定資産税の不均一課税に係る規定を削るなど所要

の改正を行う必要があるので、江田島市固定資産税の課税免除等に関する条例の一部を

改正するものです。 

 ２、改正の背景及び理由について。 

 現行条例上、新たに半島振興法に係る固定資産税の不均一課税の適用要件を満たすこ

ととなった納税義務者は、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に係る固定

資産税の課税免除の適用要件も満たすこととなるため、これらのうち、いずれかを選択

でき、より有利な固定資産税の課税免除を選択している。 

 このたび、地方税の課税免除等に係る減収補塡制度について、半島振興法に係る固定

資産税の不均一課税及び過疎地域特別措置法に係る固定資産税の課税免除の適用要件の

いずれも満たす場合、固定資産税の課税免除に係る固定資産税の減収分のみを適用対象

とする見直しが行われた。これらの状況を踏まえ、半島振興法に係る固定資産税の不均

一課税制度を廃止する。 

 ３、改正の内容について。 

 （１）不均一課税に係る規定の削除、第１条、第２条関係、半島振興法に係る固定資

産税の不均一課税に関する規定を削る。 

 （２）規定の整理。第１条から第３条関係。（１）の改正に伴う規定の整理を行う。  

 ４、附則について。 

 （１）施行期日、公布の日から施行します。 

 （２）関係条例、江田島市企業立地奨励条例の一部改正。前期３の改正に伴う規定の

整理を行います。 

 ５、参考として、固定資産税の課税免除等の比較を表に取りまとめております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。  

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１０  議案第４５号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１０、議案第４５号 江田島市火災予防条例の一部を

改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第４５号 江田島市火災予防条

例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の

制定に関する基準を定める省令の一部改正に伴う規定の整備をするため、現行条例の一

部を改正する必要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、消防長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  それでは、議案第４５号 江田島市火災予防条例の一部を

改正する条例案について御説明いたします。 

 ２６ページから２８ページに改正条文、２９ページから３２ページに参考資料として、

改正する条例案新旧対照表及び江田島市火災予防条例の改正要旨を添付しております。  

 ３２ページの参考資料により御説明いたしますのでよろしくお願いいたします。  

 １、改正の趣旨でございます。 

 今回、上程させていただいております火災予防条例の改正は２項目ございます。対象
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火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に

関する基準を定める省令の一部改正に伴い、所要の規定の整備をするものと消防組織法

の規定に基づき発出された国の助言を踏まえ、この条例により設置が義務付けられてい

る標識に関する規定の見直しを行うものでございます。 

 続きまして、２、改正の概要でございます。 

 まず、（１）の急速充電設備に関する事項についてでございますが、対象火気省令の

一部改正により、条例による規制対象となる急速充電設備、これは電気自動車に充電す

る設備のことでございます。その全出力の上限が撤廃されたことに伴い、急速充電設備

の定義及び火災予防上必要な措置に関する規定の整備を行うものでございます。  

 これまで急速充電設備の出力は２００キロワットが上限でしたが、これを超えたもの

についても急速充電設備として取り扱うこととなりました。 

 なお、江田島市におきましては現在、急速充電設備の設置はありません。また、相談

も現在のところありません。 

 続きまして、（２）喫煙所等に設置する標識に関する事項でございます。 

 ア、この条例により、喫煙所と表示した標識の設置が義務付けられている喫煙所にお

いて、健康増進法に規定する喫煙専用室標識が設置されている場合は、喫煙所と表示し

た標識を設置しなくてもよいこととなります。 

 イ、この条例により、禁煙、火気厳禁、また、喫煙所と表示した標識の設置が義務付

けられている場所に、当該標識と併せて図記号を設置する場合の当該図記号の規格は、

世界または国内において統一されたものを使用するよう規定するものでございます。な

お、この統一されたものとは、国際標準化機構ＩＳＯ及び日本産業規格ＪＩＳの規格の

ことであります。江田島火災予防条例で規定していました図記号を含め、それぞれの記

号は類似しており、間違うことはありません。 

 ３１ページをお開きください。 

 そこの右側に現在の図記号を表示していますけども、どの表示もですね、これと似通

ったもので間違うことはまずありません。 

 続きまして、３、施行期日でございますが、公布の日といたしております。ただし、

急速充電設備に関する事項は、令和５年１０月１日としています。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。  

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 
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 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１１  議案第４６号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１１、議案第４６号 令和５年度江田島市一般会計補

正予算（第３号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第４６号 令和５年度江田島市

一般会計補正予算（第３号）でございます。 

 令和５年度江田島市一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億３，０２８万９，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５４億５，７３８万５，０００円とす

る。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

 内容につきましては、総務部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。  

○議長（吉野伸康君）  奥田総務部長。 

○総務部長（奥田修三君）  それでは、議案第４６号につきまして、歳入歳出補正予

算事項別明細書で御説明いたします。 

 事項別明細書の１０ページ、１１ページをお願いします。 

 初めに、歳入からです。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金は、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金及び情報通信技術講習事業費補助金の増額補正です。  

 ２目民生費国庫補助金は、生活保護システム改修事業補助金の増額補正です。 

 ３目衛生費国庫補助金は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金の増
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額補正です。 

 ３項委託金、４目消防費委託金は、消防団の力向上モデル事業委託金の増額補正です。 

 ５目教育費委託金は、学びの充実事業委託金の増額補正です。 

 １６款県支出金、２項県補助金、２目民生費県補助金は、原油価格・物価高騰に係る

社会福祉事業者支援補助金の増額補正です。 

 ６目土木費県補助金は、道路橋りょう費及び河川費に係る県移譲事務交付金の増額補

正です。 

 ８目教育費県補助金は、こどもの安全・安心対策事業費補助金の増額補正です。 

 １２ページ、１３ページをお願いします。 

 ３項委託金、３目教育費委託金は、県教委指定事業委託金の増額補正です。 

 １７款財産収入、２項財産売払収入、２目物品売払収入及び１８款１項寄附金、２目

指定寄附金は、大黒神島採石事業に伴います石売払収入及び緑化寄附金の増額補正です。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は、財源調整に伴います増

額補正です。 

 １４ページ、１５ページをお願いします。 

 ２２款１項市債、８目教育債は、過疎対策事業債の増額補正です。 

 続きまして歳出です。 

 １６ページ、１７ページをお願いします。 

 今回の歳出補正の予算の主なものは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金を活用した事業、新型コロナウイルス感染症予防対策事業、国、県の事業採択に係

る実施事業、農林業施設の災害復旧事業などの補正を計上しております。 

 それでは、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費は、広島県水道広域連合企

業団派遣職員分の市町総合事務組合負担金の増額補正です。 

 ５目財産管理費は、大黒神島採石事業に伴います返還金の増額補正です。 

 ６目企画費は、コロナ禍において航路を維持している事業者に対する支援及び原油価

格高騰に対する緊急支援金の増額補正です。 

 ７目情報政策費は、業務へのＲＰＡ導入に向けたシナリオ作成研修委託料の増額補正

です。 

 ８目交流促進費は、お試し暮らし事業の実施費用の増額補正です。 

 このページ下段から１８ページ、１９ページをお願いします。 

 ２項徴税費、２目賦課徴収費は、個人住民税特別徴収税額通知の電子化に伴いますシ

ステム改修費の増額補正です。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費は、住民基本台帳ネットワークシステムのサーバー機器

追加業務委託料の増額補正です。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費は、医療機器、介護施設、障害者

施設を運営する事業者に対します社会福祉施設等支援金の増額補正です。 

 ２項児童福祉費、３目保育施設費は、新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金

の充当に伴います財源更正です。 

 ２０ページ、２１ページをお願いします。 
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 ３項生活保護費、１目生活保護総務費は、国の基準見直しに伴います生活保護システ

ム改修費用の増額補正です。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費は、新型コロナウイルスワクチン接種に伴

う委託料の増額補正です。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、４目農村整備費は、農業用施設の有害鳥獣被害に伴

う工事請負費の増額補正です。 

 このページ下段から２２ページ、２３ページをお願いします。 

 ８款土木費、２項道路橋りょう費、１目道路維持費及び３項河川費、２目砂防費は、

県の権限移譲事務交付金の増額に伴います県道維持修繕業務委託料及び急傾斜地維持管

理修繕料の増額補正です。 

 ９款１項消防費、２目非常備消防費は、国の委託事業の採択に伴う消防団装備の購入

費用の増額補正です。 

 このページ下段から２４、２５ページをお願いいたします。 

 １０款教育費、１項教育総務費、３目教育振興費は、県教育委員会からの道徳教育研

究指定等に伴います補助金及び通学支援事業のスクールバス安全対策機器の購入費用、

通学定期券補助金の増額補正です。 

 ２項小学校費、１目学校管理費及び３項中学校費、１目学校管理費、５項保健体育費、

３項学校給食費は、新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金の充当に伴う財源更

正です。 

 ２６ページ、２７ページをお願いいたします。 

 １１款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、２目農業施設災害復旧費及び３目

林業施設災害復旧費は、本年５月の大雨に伴います災害復旧工事費の増額補正です。  

 １３款諸支出金、１項基金費、７目大黒神島環境保全基金費は、大黒神島採石事業に

伴う寄附金積立金の増額補正です。 

 予算書５ページにお戻りください。 

 第２表 地方債補正です。 

 変更としまして、過疎対策事業債、過疎地域持続的発展特別事業の通学支援事業１件

をお願いしております。 

 なお、２８ページに地方債の現在高に関する調書をお示ししております。 

 説明につきましては以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 宮下議員。 

○１番（宮下成美君）  何点か聞かせてください。 

 ２１ページの農林水産事業費、農林水産業費の農業用施設維持管理事業費、工事請負

費の工事の具体的な内容をもう少し詳しく教えてください。 

 それと２５ページ、教育費、教育総務費の通学支援事業費について、通学バスのこと

について触れられていますが、もう少し詳しく教えてください。 
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 続きまして、２７ページ、災害復旧費の部分。合計で７５０万円、農業施設災害復旧

事業費と、林業施設災害復旧事業費の場所と工事内容をもう少し詳しく教えてください。  

 お願いします。 

○議長（吉野伸康君）  高橋産業部長。 

○産業部長（高橋龍二君）  それでは私の産業部のほうからは、２０ページ、２１ペ

ージで農林水産業費、１項農業費、農村整備費で、補正額として８１０万円を計上させ

ていただきました内容について御説明申し上げます。 

 こちらの補正予算の内容につきましては、当初予算の計上以降に雨、イノシシ、いろ

いろ被害が発生した要望を受けたもののうち、水路とか他に迷惑がかかる緊急性を要す

るようなものについてを、今回の補正計上とさせていただいております。 

 内容につきましては、能美町中町における水路補修工事が２５０万円。それから大柿

町の深江地区で里道の補修工事が１１０万円。それから大柿町小古江地区における水路

補修で１５０万円。江田島町の柿ノ木田地区で水路補修で３００万円の合計８１０万円

となっております。 

 引き続きまして、２６ページの災害復旧の内容でございますが、こちらは農道能美１

１３号線の被災復旧で２００万円。それから農道大柿５０２号線の土の撤去工事で１０

０万。それから沖美町の高祖の水路のしゅんせつで５０万円。それから農道大柿５０７

号線の土の崩土の撤去で３０万円。それからあと５つ目なんですけども大柿町の大原で

の里道復旧工事で３０万円の合計４１０万円となっております。 

 農林水産業に関しては以上でございます。 

 失礼いたしました。あと林業の方が３５０万円の内訳でございますけれども、こちら

は林道砲台山の崩土の撤去で１３０万円。それから林道野登呂山の崩土の撤去で同じく

１３０万円。それから林道の小用線の崩土撤去で３０万円。林道秋月線の崩土撤去で３

０万円。それから林道切串線の崩土撤去で２０万円の合計３４０万円となっております。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  ２５ページ、通学定期補助のことと思います。１２３万

７，０００円補正を要望させていただいております。これが小学校、中学校でバス通学

する子供たちの定期券の補助金です。これが当初予算で３４９人分見込んでおりました。

金額にして１，５９２万２，０００円。この３４９人当初予算で見込んでおりましたと

きは、ざっと試算しまして３３９人に予備の、足らなくなったら困るので、予備を見て

１０人見て３４９人と見込んでおりました。そうしたところ新年度４月になりまして、

確定しましたのが３５７人。当初の３４９に対し３５７人に。８人オーバー。さらに、

年度途中での指定校変更なんかもありますので、これに５人分予備を見込みをさせても

らいまして合計３６２人。補正後は３６２人で、その過不足の１３人分を１２３万７，

０００円、今回補正を要望させております。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  岡野議員。 

○８番（岡野数正君）  それではですね、歳出のところで６目の企画費、これはペー
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ジで１７ページになりますが、そこに原油価格高騰対策緊急支援金というのがございま

す。この詳細についてお伺いします。 

○議長（吉野伸康君）  畑河内企画部長。 

○企画部長（畑河内真君）  原油価格高騰対策緊急支援金についてでございます。 

 こちらのほうは、原油価格等の燃料費の高騰によって、市内の公共交通事業者さんの

経営上非常にダメージを受けておられます。ということでちょっと原油高高騰の燃料費

単価の上昇分をちょっと見込みまして、それの２分の１を支援するという、そういった

制度となっております。 

 対象といたしましては、市内を発着点とする航路、全航路ですね、とバスとタクシー

事業者さん、それぞれに燃料費高騰分を試算した額を支出するということとしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  岡野議員。 

○８番（岡野数正君）  分かりました。このですね、原油価格高騰で苦しんでおられ

る市内の事業者さんというのは、結構やっぱりいらっしゃいます。例えば１次産業を挙

げましても、農業、ハウス栽培、こういったところでボイラーを炊くところは非常に困

ってらっしゃる。温度を上げることができない。金額がなかなか、燃料のほうが上がっ

て難しいと。経営が困難に陥っているということでございます。また併せて、漁業のほ

うの事業も、これも船を動かさないと、なかなか海に出ることができない。ですから、

こういったこの市内の１次産業を守る上でもですね、今後、もし同じような事業をされ

るんであれば、そのときにはぜひともそこらあたりはですね、しっかりと調査をしてい

ただいて、何らかの支援をしていただければというふうに要望して終わります。  

○議長（吉野伸康君）  ほかにありませんか。 

 上本議員。 

○３番（上本雄一郎君）  １７ページの情報政策費、７目ですね。伴走型ＲＰＡシナ

リオ作成研修委託料４１万７，０００円ですが、外部に委託するんだと思うんですが、

シナリオ作成研修、どういったことなのかもうちょっと具体的に教えてください。 

 そしてその下、交流促進費、お試し居住受入支援業務委託料１８万５，０００円です

けども、これが６月補正で上がってくる理由ですね。何か時期だったのか。そのあたり

を教えてください。 

 続きまして、２２ページ、２３ページ、教育振興費です。 

 県教委の関係だと思うんですが、道徳教育推進拠点地域事業補助金、その下の「育ち

と学びをつなぐ」幼保小連携・接続の充実事業補助金、こういったことでどういう内容

をしようとしておられるのか。場所、学校、どこの学校なのか、教えてください。 

 そしてその下の、これは国費が元だと思うんですが、リーディングＤＸスクール事業

補助金、これらについてもう少し詳しく教えてください。 

 もう一つだけ。その上の消防費、備品購入費で４７４万４，０００円ございます。何

をどこに導入されるのか教えてください。 

○議長（吉野伸康君）  奥田総務部長。 
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○総務部長（奥田修三君）  私のほうからは、１７ページ中段にあります伴走型ＲＰ

Ａシナリオ作成研修委託料について説明いたします。 

 まず最初にＲＰＡ、これが何なのかっていうことなんですが、これは機械でデータの

入力や集計作業等、各種定型的な作業、これを自動化するツール、機械のことです。も

うこの業務効率化を図るＲＰＡは、機械的に的確な指示、こういう作業をしてください

よという指示を与えなければなりません。このシナリオを作成するために必要な研修を

業者に委託して、職員に直接、伴走といって、マンツーマンでついた形でですね、その

業務を習得させるための研修になります。対象職員は１０名を予定しておりまして５日

間、この予定で予算を組ませていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  畑河内企画部長。 

○企画部長（畑河内真君）  私のほうからは、１７ページ、交流定住促進事業費に関

する御質問についてお答えいたします。 

 こちらのほう、需用費、委託料、使用料、賃借料と計上させていただいておりますが、

こちらについてはですね、全て広島県知事ですね、広島県知事が、２泊３日で江田島市

に泊まっていただいて、島の暮らしを満喫しながら県庁に通って公務をしていただく、

そういったような企画に関する経費を計上させていただいております。 

 こちらのほうですね、何度かやろうと、何年か越しにやろうとしてるんですけど、ち

ょっと今までは豪雨災害の発生とか、新型コロナ、あとは知事の公務等でなかなか実施

できていなかったんですけど、今年度については知事の日程が何とか確保できそうだと

いうことでこの時期に計上させていただいております。 

 ちょっと内容についてはまだ内容と日程ですね、県庁のほうでまだ調整中なんですけ

どできれば夏頃に島のアクティビティーを体験していただきながら県庁に通っていただ

く。それをメディアを通じて発信することで、江田島市の暮らしというのを発信する機

会にしたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  山井教育部長。 

○教育部長（山井法男君）  ２３ページの学校教育振興一般事業費です。 

 こちらで学校への補助金を３つ計上しております。道徳教育と育ちと学びをつなぐ、

それからリーディングＤＸ。 

 まずですね、道徳教育のほうは、三高小中で連携しまして、道徳教育に力を入れてい

く、これに対する県の委託事業で研究事業を行うということです。 

 ２つ目の育ちと学びをつなぐ幼保小連携というのは、まさしく認定こども園との連携

を行うんですけど、これは大柿、認定こども園おおがきと大古小で行います。 

 それから３つ目がリーディングＤＸ、これがＩＣＴ教育を先駆的に行う事業で、これ

が大古小と大柿中で連携して取り組みます。内容的にはですね、大体、研究事業という

のを実施しまして、それを大学の先生に来て見てもらってですね、アドバイスをもらっ

たり、あるいは大学の先生の講演を聞いたりということの内容になります。  

 以上です。 
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○議長（吉野伸康君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  それでは２３ページ、９款消防費の備品購入費でございま

す。 

 この備品購入費はですね、消防団が活用する救助器具、油圧器具です。例えば車両が

事故して中に人が閉じ込められていた、ドアの部分にですね、油圧器具を差し込んで油

圧で広げるというようなものです。これがですね、平成２５年、総務省消防庁のほうか

ら消防団を中核とした地域防災力の向上という通知が発出されました。今まで消防団と

いうのは、火災、例えば水防活動が中心だったんですけれども、東日本大震災等を踏ま

えて、救助活動のほうにもちょっと手を広げてもらいたいということから、そういった

救助資機材を整備しなさいと。例えば無償貸与でですね、国から貸与されたものもあり

ます。地区名で現在ある消防団の名前を言います。柿浦、小用、沖、鹿川、飛渡瀬、切

串というのが今配備されています。今回ですね、国からの委託料として国からお金が入

るんですが、それで向側、大幸、宮ノ原、浜というところに配備していく予定です。ま

たですね、今年度、石油交付金等も活用しまして、中町、秋月、高田、深江、また石油

交付金で積載車ですね、を２台ほど小用と江南のほうに配備する予定です。その積載車

にもですね、救助器具は配備するようにしていますので、計１６個、国の指針に基づく

整備をしていくところでございます。 

以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。  

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１２  発議第３号 
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○議長（吉野伸康君）  日程第１２、発議第３号 江田島市議会会議規則の一部を改

正する規則案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者からの趣旨説明を求めます。 

 上松英邦議員。 

○１３番（上松英邦君）  発議第３号。 

 令和５年６月２１日。 

 江田島市議会議長 吉野伸康様。 

 提出者 江田島市議会議員 上松英邦。 

 賛成者 江田島市議会議員 長坂実子。 

 同じく 江田島市議会議員 山本一也。 

 同じく 江田島市議会議員 沖也寸志。 

 同じく 江田島市議会議員 岡野数正。 

 同じく 江田島市議会議員 美濃英俊。 

 江田島市議会会議規則の一部を改正する規則案について、地方自治法第１１２条及び

江田島市議会会議規則第１４条第１項の規定によりまして、提出いたします。  

 提案理由につきましては、国の公用文作成の考え方が新たに示され、本市の公用文に

係るルールについて見直しが行われることに鑑み、江田島市議会会議規則に用いられて

いる読点の表記を改めるためでございます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、趣旨説明を終わります。 

 本案については、質疑・討論はないものと思われますので、これより直ちに採決を行

います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１３  発議第４号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１３、発議第４号 市長の専決事項の指定についての

一部改正案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から趣旨説明を求めます。 

 上松英邦議員。 

○１３番（上松英邦君）  発議第４号。 

 令和５年６月２１日。 

 江田島市議会議長 吉野伸康様。 

 提出者 江田島市議会議員 上松英邦。 

 賛成者 江田島市議会議員 長坂実子。 
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 同じく 江田島市議会議員 山本一也。 

 同じく 江田島市議会議員 沖也寸志。 

 同じく 江田島市議会議員 岡野数正。 

 同じく 江田島市議会議員 美濃英俊。 

 市長の専決事項の指定についての一部改正案について、地方自治法第１１２条及び江

田島市議会会議規則第１４条第１項の規定によりまして、提出をいたします。  

 提案理由につきましては、国の公用文作成の考え方が新たに示され、本市の公用文に

係るルールについて見直しが行われることから、市長の専決事項の指定についてに用い

られている読点の表記を改めるためでございます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、趣旨説明を終わります。 

 本案については、質疑・討論はないものと思われますので、これより直ちに採決を行

います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１４  発議第５号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１４、発議第５号 地方財政の充実・強化に関する意

見書案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者からの趣旨説明を求めます。 

 上松英邦議員。 

○１３番（上松英邦君）  発議第５号。 

 令和５年６月２１日。 

 江田島市議会議長 吉野伸康様。 

 提出者 江田島市議会議員 上松英邦。 

 賛成者 江田島市議会議員 長坂実子。 

 同じく 江田島市議会議員 山本一也。 

 同じく 江田島市議会議員 沖也寸志。 

 同じく 江田島市議会議員 岡野数正。 

 同じく 江田島市議会議員 美濃英俊。 

 地方財政の充実・強化に関する意見書案について。 

 上記の議案を別紙のとおり江田島市議会会議規則第１４条第１項の規定により、提出

します。 

 意見書の提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

厚生労働大臣、国土交通大臣、デジタル大臣、農林水産大臣、内閣府特命担当大臣です。  

 内容については、別紙のとおりでございます。 
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 どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、趣旨説明を終わります。 

 本案については、質疑・討論はないものと思われますので、これより直ちに採決を行

います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

閉 会 

 

○議長（吉野伸康君）  以上をもって、本定例会に付議された案件の審議は全て終了

いたしました。 

 これで、令和５年第３回江田島市議会定例会を閉会いたします。 

 皆さん、御苦労さまでした。 

                            （閉会 １４時１８分） 
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